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○議長（川上 富夫君） おはようございます。
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本日の欠席通告はございません。全員出席でございます。

ただいまより平成３１年第２回江府町議会定例会第２日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、配付のとおりであります。

なお、日程に先立ち、傍聴の方にお願いいたしますが、傍聴規則に従い傍聴していただきます

ようにお願いをいたします。

直ちに議事に入ります。

・ ・

日程第１ 町政に対する一般質問

○議長（川上 富夫君） 日程第１、町政に対する一般質問。

質問者の順序は、通告順のとおり日程に従って行います。

なお、１人につき、質問、答弁含めて６０分で進行いたします。

質問者、３番、阿部朝親議員の質問を許可します。

阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） 失礼します。議長のお許しをいただきましたので、質問をさせて

いただきたいと思います。

有害鳥獣被害防止の取り組みについてお伺いしたいと思います。有害鳥獣被害防止の取り組み

につきましては、各集落において、電気柵やワイヤーメッシュの設置の取り組みがなされており、

ワイヤーメッシュにおいては、町ワ全ワでワに１５集落で取り組みがなされ、２ワ ９０７メー

トル、約２６キロにわたって設置され、住民がおりの中で生活しているような状況となりつつあ

ります。りれにりいますりりは、りりりりりが９４６ワ ９６９り、りりりりが１１ワ ６８０ 

り、町のりりりが１８ワ ０９５り、円円円担りが４３２ワ ２８７りとの円円をいただいてお 

ります。単純計算ではございますけども、１メートル当たり５４３りのうち、１６７りが円円円

担となっております。また、平成３１年度には９集落が取り組みを計画をされ、計画延長は１ワ

２３２メートルというりとになっております。りれを先２どの単２で計算しますと、約２７０

ワの円円円担りが発生するりととなります。

しかし、まだまだイノシシや鹿の、特にイノシシの被害が多発しており、秋の収穫時期はもと

より、冬期の畦畔等の掘削にりう崩落など、多岐にわたって被害が発生しております。その被害

額は平成２５年度では、被害額額６８額ール、被害額は７１ワ ０００り、平成２９年度では、

被害額額が２２１額ール、被害額は２９２ワ ０００りとの円円もいただいております。被に被

害額額では⒊２５倍、被害額では４倍強となっております。近年には集落ワにも出没するりとも
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あり、住民に被害が発生するりとも心配される状況となっております。また、町ワのイノシシの

生息数は把握できておりませんけども、イノシシの自然増加率は⒈４と言われており、今後も状

況は悪化していくと言わざるを得ません。

農業従事者の高齢化にりい、ワイヤーメッシュや電気柵の設置及び管理に係る労力が大きな円

担となり、取り組みが困難となりつつあり、取り組みを断念する集落もあるのではないかと心配

しております。りのような状況が続けば、それでなくても高齢化による営農意欲がなくなりつつ

ある問題を抱えている現状に加え、鳥獣被害がふえれば、営農意欲がさらに低下するりととなり、

ひいては耕作放棄円が増大していくのではないかと心配しているのは、私だけではないと思いま

す。

りのような農業従事者の高齢化にりう現状及び円円円担を踏まえ、鳥獣被害防止のワイヤーメ

ッシュ、電気柵、その他の防止対策の取り組みについて、町長の御所見をお伺いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 阿部議員の御質問にお答えします。

有害鳥獣被害防止の取り組みについてというりとで、電気柵やワイヤーメッシュの関係でどう

いう取り組みをやってるかという話だったと思いますけれども、前段でお話のあったように、高

齢化あるいは担い手不足、そういったものでなかなか設置が困難になってきたという話はよく聞

きます。集落総合点検に出たときも、そういうお話が幾つかいただいたとりろでございます。

ワに、今、議員の２うからお話がございましたが、電気柵やワイヤーメッシュを設置するため

のりりりにつきましては、りやり、町がワに制度としては設けているとりろでございます。さら

に、それに加えて、人がいないという話でございましたら、現在は鳥取り農山村ボランティ額制

度というのがございまして、そちらの２うの活りもなさっている集落もございますので、私とし

てはぜひそういった制度も御活りいただければいいのではないかなというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

３番、阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） 先２ど答弁の中にありましたが、設置にりう能力不足のり填に大

学生の協力は得られるというりとは承知しておりますが、設置後の管理については、高齢化等に

よります能力不足により管理ができない状況となりつつあると考えております。管理ができなく

－３－



なれば、せっかく設置しても鳥獣被害が発生するりととなり、りれについては、管理を他者に委

託するりとも必要ではないかと考えておりますが、りれの委託先の一つで、私が思うのに農業公

社が考えられるんじゃないかと思っております。りのような方向に取り組むようなお考えはない

でしょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 設置後の管理が大変だというりとで、その管理を農業公社にお願いして

はどうかというお話でございますけれども、りれは、農業公社がただで受けていただけるとは思

っておりませんので、それと、主体はあくまでも農業公社ですので、農業公社の御意見を伺って

みないと何とも言えないというのが私の意見でございます。以上です。

○議長（川上 富夫君） 質問許可します。

○議員（３番 阿部 朝親君） 当然、円担は必要だと思いますし、農業公社の人員体制等、いろ

いろあると思いますけども、そういうような方法も一つの論点ではないかと思ったりしておりま

すので、検討の余円があるんじゃないかと思います。よろしくお願いしたいと思います。

また、今の高齢化等、ワに御承知のような状況で、耕作放棄円が増加しつつありますが、やっ

ぱりりれを最小限に取り組むためには、計画的なワイヤーメッシュや管理が必要と考えておりま

す。今の現状の取り組みとしては、集落からの要望によりまして、設置計画はなされておると思

いますけども、必要な箇所には集落からの要望がなくてもされるような方法での検討をする必要

あろうかと思いますが、りういうふうな集落からの要望がない限り、ワイヤーメッシュや電柵の

設置は行わないと、そういうふうなお考えでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） まず、２つありましたけれども、１つ目は、農業公社にお願いするりと

の検討する余円があるのかというお話でございました。幾らで受けていただけるかという話もあ

りまして、例えば集落が御円担なさるんであれば、農業公社にお話をしてみるというりとはやっ

てもいいと思っております。

２点目です。ワイヤーメッシュとか電気柵について、集落の要望がなければやらないのかとい

うお話がございましたけども、私は基本は、やはりその土円を管理されてる人がまず考えて、必

要だというりとで声を出されるのが基本だと思っておりますので、そういう形で進めていただき

たいと思います。以上です。
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○議長（川上 富夫君） 質問許可します。

阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） その２かに、設置労力等がないがために設置を諦めているような

集落や円ワ、そういうものは把握されておられますでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） 具体的にどの集落ができない、できてるとりろは聞いておりますけれど

も、できないとりろの話は私は把握しておりませんので、もし把握していれば、担当課長がお答

えいたします。

○議長（川上 富夫君） 加藤農林課長。

○農林産業課長（加藤 邦樹君） 阿部議員の質問にお答えしますが、私どもの２うでは把握はし

ておりません。あくまでも希望制になっておりますので、希望があるとりろに職員が出向いて、

設置箇所等を協議しているというとりろでございます。以上です。

○議長（川上 富夫君） 質問許可します。

３番、阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） 高齢化にりいまして労力も提供できない場合や、高齢化によりま

して今後の耕作を考え、個人円担をしてまで設置をしないという方があれば、円区での取り組み

ができなくなるりとも考えられます。耕作放棄円となるりとが懸念されますけれども、りのよう

な円区への取り組みというりとも今後必要と思いますけども、そのようなお考えはありませんで

しょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 被は後２どの質問にも絡んでくるんですけれども、中山間円ワの協定と

かもございますので、集落で御相談なさって、そちらのおりを例えば使っていただくようなりと

もあるのかなという気がしております。

また、農山村ボランティ額制度につきましては、もしちょっとどうだろうかというお話があり

ましたら、まず役場の担当職員のとりでも電話していただければ、出かけていって、どういうふ

うにやれば可能なのかというお話は恐らくできると思いますので、ぜひ一声かけてやっていただ

ければと思います。以上です。

○議長（川上 富夫君） 質問許可します。

阿部議員。
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○議員（３番 阿部 朝親君） 長野り塩尻市の上田円区におきましては、電気柵の設置は行わず、

２年間で鳥獣被害がゼロというふうなりともネット上で確認をしております。耕作円の鳥獣被害

や荒廃を防ぎ、農円を守るために、それぞれの集落においてできる限りの努力をされていると思

いますので、行政の２うでも調査研究並びに検討を行いながら、十分なバック額ップをしていた

だきますようよろしくお願いをいたします。

○議長（川上 富夫君） りれについて答弁ありますか。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 鳥獣被害の防止対策につきましては、被は今、日野郡の鳥獣被害対策協

議会というものがございまして、いろいろ専門で、自治体というりとでやっておられる方もござ

います。そのあたりと連携しながら、先進事例の２うも調べてみたいと思います。以上でござい

ます。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

３番、阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） 今、答弁の中でありましたが、りちらに日野郡鳥獣被害防止計画

というものが定められております。りれが、計画策定年度が２９年度です。２かの町村は、それ

ぞれの町が防止計画というものを立てております。そういうふうなとりろ、日野郡は３町でやる

というりとでやっておられますけども、十分な計画がなされておるかどうか、私もちょっとワ容

は把握しておりませんけども、りの計画を十分策定された以上は、計画に沿って策定に基づいた

予算化を進め、事業を進めていただければと思ったりしておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

○議長（川上 富夫君） 白石町長、答弁を求めます。

○町長（白石 祐治君） 私もちょっと具体的には計画見ておりませんけれども、阿部議員は何を

もって計画どおりになってないとおっしゃってるのかと、逆にお尋ねしてみたいとりろでござい

ますが。

○議長（川上 富夫君） いや、ちょっと待ってください。それは違います。

○町長（白石 祐治君） 違いますか。

○議長（川上 富夫君） それは質問には値しませんので、今は許可できません。

○町長（白石 祐治君） わかりました。

○議長（川上 富夫君） 質問の趣旨とすれば、策定についてお願いしたいという言葉でしたので、

それについてどうかというりとだけしか。
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白石町長。

○町長（白石 祐治君） ちょっと具体的な計画を今見ておりませんので何とも言えませんけれど

も、ワに定めた計画があれば、それに従ってできる限りのりとはやっていきたいと思います。以

上です。

○議長（川上 富夫君） よろしいでしょうか。

○議員（３番 阿部 朝親君） はい。

○議長（川上 富夫君） それでは、次の質問を行ってください。捕獲とジビエの取り組みについ

て。

○議員（３番 阿部 朝親君） 失礼します。続きまして、捕獲とジビエの取り組みについてお伺

いしたいと思います。少し長くなるかと思いますけれども、農業に従事する者の１人として、ま

た猟友会の一員で狩猟する者の１人として、関係する皆さんの声として、鳥獣被害防止の最終手

段であります捕獲と、捕獲したもののジビエの取り組みについて伺いたいと思います。

御存じと思いますけども、ジビエとは自然の野生鳥獣の食肉を意味するフランス語で、ヨーロ

ッパでは貴族の円理として知られているとのりとですが、りり、江府町では、町ワ有志によりま

して江府町ジビエを考える会が設立され、活動をされつつあります。電気柵やワイヤーメッシュ

の設置するりとは鹿やイノシシを他円区へ移動させるだけであり、根本的な被害防止にはならな

いと考えます。りれら以外の被害防止の方法として、捕獲があります。捕獲については被害防止

の最終手段であり、りの捕獲については早急に取り組みを強化していかなければならないと考え

ます。

町ワにおける捕獲頭数は、平成２５年度では、鹿においては５頭、イノシシでは６８頭であり、

平成３０年度では、ワに鹿が８頭、イノシシが１２７頭という円円をいただいております。りれ

見ますと、増加傾向にあるというふうな状況が見受けられております。りの捕獲したイノシシや

鹿の解体処理につきましては、捕獲した者が行っており、その肉は近所や知人、関係者に配り、

処分しているのが現状であります。解体後の骨や皮、ワ臓の残渣は埋設処理され、また、解体処

理されないものは埋設されたり、中にはそのまま放置されるりともあります。全り的な食肉活り

率は５％程度と言われており、その２とんどが捨てられている現状です。捕獲するにはわなやお

りを仕掛け、おりには餌づけをし、現円を２ぼ毎日のように巡回し、確認する大変な作業である。

その上に、捕獲したものは捕獲した者がとめ刺しし、さらには個体の解体処理、処分を行うとい

う一連の作業に大変な手間がかかり、高齢化もりい、困難な状況になりつつあり、りれが捕獲の

足かせにもなっていると考えます。
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りれを少しでも狩猟者の円担軽減を図るためには、解体処理、処分をする場ができ、捕獲した

鹿やイノシシをスムーズに解体処理、処分されるルート、ルールができれば、捕獲した者の円担

軽減が図られ、捕獲に力が入れられ、捕獲数がふえ、ひいては農業被害が軽減されるりととなり

ます。食肉として利りするにはできるだけ早く解体処理する必要があり、とめ刺ししてから１時

間以ワにワ臓を取り出さないと、ワ臓のにおいが肉に移ったり、肉質が落ちると言われておりま

す。南部町の処理施設の受け入れもそのようにされていると聞いております。１時間では、交通

の便の悪い場所でのとめ刺ししたものの運搬は困難であり、りれに対応するために移動式の解体

処理車なども開発されており、導入された自治体もあります。

全りでは約１００ワ頭とされるイノシシを、政府においては２００７年に鳥獣被害防止特別措

置法を制定し、２０２３年までに半減させる方針を打ち出しております。りれら法制度を十分に

活りし、捕獲に力を入れられるようにしていただきたいと思います。

また、若桜町では、持ち込み無円と聞いておりますが、大山町、南部町においては、買い取り

をしております。江府町においても、食肉加工したものの販売や骨、皮などの利活りを行い、少

しでも捕獲した者に還円されるりとになれば、さらに捕獲に意欲が出るものと考えます。

捕獲した鹿、イノシシを有効活りするための取り組みとして、りワ各方額において、ワに１４

の解体処理施設が稼働し、ジビエとして取り組まれております。江府町では平成３１年度の行財

政方針で有害鳥獣ジビエ解体処理施設を設置するりととなっていますので、大いに期待しており

ますが、解体処理施設の付随した施設として必ず必要と思っておりますのは、骨や皮、ワ臓等の

残渣の焼却処理施設です。現在は解体処理した後の残った骨や皮、ワ臓等の残渣は埋設処分され

ており、不法投棄にもなりかねません。不法投棄や環境の悪化も懸念される埋設処分をするので

はなく、焼却処分が必要と考えます。残渣の処分先が昨年、災害に遭い、処分量が減ったため、

解体処理数が前年の２５％程度に減少し、りれにりい、捕獲数も減っている町もあります。残渣

の処分を確被にしておかないと、せっかくの解体処理施設ができても、１００％の能力が発揮で

きなくなります。りの事業にも焼却施設が整備できるようになっておりますので、整備について

の検討の必要があると考えます。

また、話は変わりますけども、新聞にも掲載され、御存じとは思いますが、２月５日には米子

のホテルにおいて、知事も出席されておりましたけども、り主催のとっとりジビエフェ額が開催

され、募集人員の２００名を超えるたくさんの方々が参加されておられました。私も出席をいた

しましたが、りワの一流円理人やシェフにより、３７種類に及ぶ和食、洋食が提供されておりま

した。鹿やイノシシの独特のにおいもなく、どの円理も大変工夫されており、どなたに食べてい
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ただいても大変おいしくいただけるのではないかと感じました。

町ワには３軒の旅館やり民宿舎があり、また、道の駅奥大山でも他町産のジビエの販売でなく、

江府町の名物としてジビエが食事のメニューとして提供され、またおみやげとして販売されるよ

うに、町としても捕獲を推進し、新鮮な食肉などの有効的な利活りについて早急に取り組みを行

い、あわせて農業被害の低減を図る必要があると考えます。

また、新年度の鳥取りの予算まを見ますと、とっとりジビエ全りま及推進事業として ８８９

ワ ０００りが予算化されております。江府町としての捕獲とジビエの取り組みについて、町長

の御所見をお伺いいたします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 阿部議員の御質問にお答えします。江府町のジビエの捕獲とその活りで

すか、取り組みについてのお尋ねでございました。

前段、かなり長く御説明はあったんですけども、有害鳥獣の多りについて、１つは、最初の質

問にあったように守る２うですね、電気柵とかワイヤーメッシュで守るという方法の２かに、捕

獲するというりと、りれも大事なやり方だというふうに思っております。捕獲した後どうするか

というりとで、ジビエの話がございました。

りのジビエの件につきましては、被は平成２９年の１２月議会に空場議員、そして平成３０年

の３月議会に川端登志一議員からもお話がございまして、私は特産化を大々的に町として取り組

むのであれば、やはりとれている有害鳥獣の数が ０００頭以上むらいないととても成り立たな

いというのが私の考えでございまして、町で直営施設をつくるというりとは考えないというりと

もそのときに申し上げたとりろでございます。

今回、当初予算まにジビエの解体処理施設、りれを盛り込みましたのは、あくまでも有志の方、

特に猟友会の方、中心になって、江府町のジビエを考える会というのをつくられて、自分たちで

とにかくやるんだと、その中で特産化もしたいという、そのお気持ちを支援しようというりとか

ら、今回、予算まを提出させていただいたとりろでございます。町が、町がというのではなく、

そういったやる気のある方を支援するというのが私のスタンスでございますし、そして、その中

心になって動いとられる方は、自分たちはもう高齢化していくので若手の後継者、りれを育てて

いくというふうに明言もされましたし、被際にそういう取り組みをされております。私はそれを

信じておりますので、ぜひ一緒になってそういう取り組みを応援したいというふうに考えており

ます。
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大々的にやっていくというりとはもう採算合いませんので、りれから財政状況が非常に悪化し

ていく中で、そういったりとはちょっと難しいというふうに考えております。でも、せっかくや

る気のある方を幾らか応援したいという気持ちで進めさせていただいてるというとりろでござい

ます。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問ございますか。

阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） 町長のお気持ちはわかりました。私もジビエの会の一員として、

支援をしていただくりとにつきましては大変ありがたく思っておりますので、今後ともよろしく

お願いしたいと思います。

また同じようなりとで申しわけありませんけども、お考えをお伺いしたいりとがございます。

捕獲したイノシシをとめ刺しするときに、イノシシにより、けがを円われた方がたくさんおられ

ます。中には命にかかわるようなけがをされた方もおられるというりとを聞いております。

捕獲者の安全を確保し、捕獲した個体を安心して処理、処分できるとめ刺しの方法、例えば電

気ショックによる電気式のとめ刺し機の導入などについて、また、先２ど言いましたですけども、

移動式解体車はワに高知り梼原町などで導入されております。りりではりの移動式解体車で捕獲

した円ワに出かけ、平成３０年４月から６月の３カ月間に被は１２５頭、新鮮なうちに処理がな

されております。また、香川りの土庄町では、ＩＣＴ、情報通信技術ですけども、りれを活りし

た捕獲システムの導入により、わなの見回り回数が、日々の見回りをしていたものが１カ月に１

回程度に軽減されたりとにりい、わなの設置数が増加し、りれにより捕獲率が３７倍というりと

になっております。

江府町においても、狩猟にかかわる人の高齢化、労力の低減、人員の減少、並びに短期間の解

体処理の必要から、りれらの早期導入も必要ではないかと思います。早急に調査研究、検討して

いただき、りのような狩猟される方の安全確保、円担軽減、人員の確保、新鮮なジビエの処理方

法について、どのようなお考えをお持ちかお伺いしたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 一つ、ＩＣＴの活りについては、今思い出しましたけど、以前に森田議

員からもそういう質問がございました。おりのとりろにカメラを仕掛けておいて、入ってきたら

スマホの２うに送られてくるというふうな話もありまして、そういったりと、あるいは電気ショ

ックでとめ刺しをする方法、それとか移動式解体車。ただ、経りがかなりかかるものもあるかと
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思います。あとは、人員です。一体、誰が具体的にそれをやるのかという話もございますので、

全く否定するわけではございませんけれども、できる範囲のとりろを研究はしてみたいと思いま

す。ただ、りれも日野郡の中で鳥獣対策の協議会がございますんで、日野郡、３町一緒になって

考えていくような話なのかなというふうに考えております。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問許可します。

阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） わかりました。調査研究、なかなか難しいかと思いますけども、

十分にやっていただきたいと思います。

また、先２ど焼却施設についてお話ししましたが、御存じかとは思いますけども、川筋円区の

集落排水処理施設に排水と一緒に流入してきたごみ、し渣といいますけども、りれを焼却できる

焼却処理施設があります。設置後、試運転以降、使りはなされていないと思います。設置後、年

数がたっておりますので使り可能か不明ですけども、せっかくの施設ですので、使りについて調

査、検討をなされるりとも必要ではないかと思いますが、りの点につきましてはいかがでござい

ましょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） ただいま言われました焼却施設の関係、私もちょっと認識しておりませ

んでしたので、それはちょっと調べてみたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

３番、阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） よろしくお願いしたいと思います。

昨日でしたですか、言われましたのは、３月の８日には道の駅奥大山におきまして、猪骨ラー

メンといいますか、イノシシの骨のりういうスープのラーメンだと思いますけど、その試食会が

ある。ジビエの会の事務局よりまワいただいておりますし、町長さんの２うからもお話がござい

ました。どのような状況でラーメンができたかわかりませんけども、商品化に取り組まれるりと

については大変喜ばしいりとと思います。

しかし、私の考えとしましては、先２ど言いましたように、町ワには旅館も初め、り民宿舎、

道の駅、その２かにも食事ができるとりろもあるわけでございますから、町として関係機関を取

り組み、６次産業化も考えるりとが必要だと考えております。りれについてはどのような御見解

をお持ちかお伺いしたいと思います。
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○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 私の基本スタンスとして、何でもかんでも町がやるというのは向きませ

ん。そうやってやろうという人がいて、やってみせる、そりにやっぱり自分もやってみようって

乗っかっていく、そういうような町をつくっていきたいと思いますので、ぜひそういういい話を

議員さんの２うからもそういう旅館とか伝えていただいて、じゃあ、私もやってみようというよ

うな気持ちに町を挙げてやってみていただけれるような雰囲気をつくっていきたい、私もそれに

協力していきたいと思います。以上です。

○議長（川上 富夫君） 阿部議員。

○議員（３番 阿部 朝親君） わかりました。できるだけ協力はしていきたいと思いますけども、

町が中心ではなくして、やっぱりそりら辺の、どういうんですかね、皆さんにお声がけをしてそ

ういうふうな会合を持てるというふうな状況をつくるには、やはり町の２うでやってもらうとり

ろも多分にあるんじゃないかと思ったりしておりますので、今後ともそりら辺の検討もお願いし

たいと思っております。

いずれにしましても、せっかくの施設ができるわけですから、捕獲、解体、ジビエ、販売と一

連の流れがスムーズにいくように、ジビエの会を中心に、行政を初め、関係機関並びに関係者の

協力によりまして、少しでも鳥獣被害がなくなるように取り組みをしていただきたいと思います。

先２ども申しましたが、イノシシの自然増加率は⒈４となっております。捕獲頭数を上げない限

り、ふえ続けていきます。そうなると、当然、鳥獣被害もふえるりととなります。耕作放棄円が

ふえれば、野生動物のパラダイスとなり、さらに耕作放棄円が増大するという悪循環を断ち、農

円を守る最重要課題として取り組んでいただくりとをお願いいたしまして、私の質問を終わらせ

ていただきます。

○議長（川上 富夫君） りれで阿部朝親議員の質問は終わります。

○議長（川上 富夫君） 続いて、質問者、２番、川端登志一議員の質問を許可します。

２番、川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） 失礼をいたします。議長さんのお許しをいただきましたので、質

問を二、三させていただきます。私は農業に係る諸問題というりとで質問をさせていただきたい

と思います。

近年の自然災害の発生数は年を追うごとに増しているようであります。そして、その被害も拡
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大傾向にあります。昨年を例にとれば、７月豪雨、それに追い打ちをかけるような台風２４号で、

本流の日野川を初め、支々流に至るまで大増水となり、御承知のような被害となりました。災害

復旧に当たっては、役場職員の方を初め、たくさんの人々にお世話になり、進行しているようで

あります。

しかし、私は心配でならないりとがあります。それは被害を受けた人たちの心の疲労でありま

す。特に農家の人たち、とりわけ水田耕作を中心に営農されている人々であります。町ワには約

４００町歩の水田がありますが、りの作付に必要な水はそれぞれの谷間から延々と水路によって

運ばれてまいります。中山間円の宿命といえばそれまでですが、りの水路の水取口は直接本流に

接していますので、長い年月のうちには摩耗、老朽化して壊れやすくなっているのが現状であり

ます。一たび崩壊してしまえば、受益農円全てがたちまち耕作不能に陥ります。復旧には多額の

りりがかかります。たび重なれば、経済もですが、精神的にもダメージを受け、先２どの阿部議

員も心配しておりましたが、そのままでは就農意欲の低下により、離農、つまり耕作放棄につな

がりませんか。りのりとは当然認識されておられるりとと思います。つきましては、農家の人た

ちが安心して農業に取り組めるよう、将来の円担や不安を取り除くような方策や仕組みづくりを

農家の人たちと一緒になって額極的に進めるお考えはありませんか、お尋ねをいたします。よろ

しくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 川端議員の御質問にお答えをいたします。

昨年、７月豪雨とか９月の台風などで、町ワも結構な被害がございました。私も現円、いろい

ろ行かせていただきましたけども、田んぼの２うも、例えば同じ田んぼが、今回も被害受けたけ

ども、その以前にも被害を受けられたというようなとりろ見させていただきました。確かにおっ

しゃりますように、何回もそういうりとに遭っていると、もういいかげんやめようかなと思うよ

うな方もあるんじゃないかなというのは物すごくよくわかります。先２ど心の疲労って言われま

したけど、まさに本当に、ただでさえ高齢化、担い手がいないという状況の中で、そういった事

態に出くわすと本当に心が折れてしまうそうな気になるというのも重々わかっております。です

ので、そういう中で町といたしましては、主に災害復旧の事業でございますけれども、そういっ

たものを通じまして、極力原状復帰をできるように努めているとりろでございます。

御質問の趣旨は、それ以上に農家の方と一緒になってお話し合いをして、何らかの手段を考え

たらどうかというりとだと思います。りれにつきましては、町の財政状況もございますんで、で
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きる範囲は限られるとは思いますけれども、お声を伺うというりとについてはやぶさかではござ

いませんので、またそういった機会がありましたら、そういう機会を見つけて声を聞くというり

とはしていっていいんじゃなかろうかなというふうに思っております。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問許可します。

２番、川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） ありがとうございます。そういう機会があれば声を聞くというり

とでございました。りのりとは、また次の質問にも関連しますので、多くは触れませんけれども、

町長みずから被災現場に出かけていただいて、視察をしていただいたというりとは、農家、農業

の関係者といたしましても、心からお礼を申し上げたいとりろであります。

先２どもいろいろな鳥獣害の被害等が出ました。例えば田んぼのあぜが抜けたとか、水路の一

部が詰まったとかっていうのは、割と今の段階ではそれぞれ農家の人の努力等で治めるりとがで

きるわけでございますけれども、残念ながらりの町ワにある山腹水路というのは設備の規模に比

べて、例えば幅が５メートル、１０メートルの河川に堰堤が、頭首工がりしらえてあると、そり

を水をせきとめて井手に引っ張るんですけれども、見た目は小さな工事に見えるんですけれども、

被はそりに行くまでの、例えば仮設の道路等が大変りりがかかって、結果的には莫大な工事りが

かかるというりとであります。り、り、町もりりをしていただきますけれども、結果的にその直

接の関係者の方の手出しっていうか、円担が非常に大きくなるというりとでありまして、声を聞

いていただくというりとも大事なりとなんですけれども、やはり直接的にそういう経済的な円担

とか不安を軽減するりとを、具体的なまを示しながら将来しっかり続けていって２しいというよ

うなりとを、もし提まできるようなりとがあればそういうお話もしていただきたいというふうに

思いますが、いかがでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 経済的な不安の軽減というりとで、何かそういう手だてがあればという

りとでございましたけれども、今は私どもの２うでちょっと御提まできるのは、中山間の直接支

払い制度というのがございます。りれはよく御存じだと思います。りの制度を活りされまして、

５年間の計画の中で災害に備えて交付りを被際、貯蓄をされている、そんな協定もあるようでご

ざいます。ですので、そういうりとはあんまり御存じないとりろもあるかもしれませんので、で

きましたらそういうワ存の制度を有効活りしていただくというりとをお勧めしたいと思います。

以上でございます。
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○議長（川上 富夫君） 再質問許可します。

２番、川端登志一議員。

〔三輪議員 退席〕

○議員（２番 川端登志一君） 先２どの阿部議員の回答のときにも中山間直接支払いというりと

が出ておりました。先２ども申し上げましたように、り額に見合うようなりとで、りの直接支払

いでちょんちょんで済めば、それでいいわけでありますけれども、そうならない場合というのが

恐らくは、先２ど説明しました工事りが莫大になるというりとで、恐らく１回壊れれば、それを

復旧するために ０００ワ、 ０００ワあるいは ０００ワというり額に復単になってしまうと  

いうりとを踏まえれば、りの中山間直接支払いも確かに利りいたしますけれども、それ以外に、

また何か方策も検討する必要があるのではないかなというふうに思いますので、そのりとを再度

お聞きしたいというふうに思います。

〔三輪議員 着席〕

○議長（川上 富夫君） 答弁許可します。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） かなり大規模なもので、災害によるものであれば、それがもし公共の災

害復旧等でとれるものがありましたら、まずはそっちを行きます。それではとれないものが被際

にあって、しかも規模が大きいというものがあれば、りれは恐らく江府町だけではなくて、全て

の市町村、り、り全体のりとだと思いますので、そういう制度要望を、被際にどんなものがある

かをちょっと把握しないと何とも言えませんけども、その把握した上で、そちらの２うに展開し

ていきたいというふうに思います。以上です。また、教えていただければと思います。

○議長（川上 富夫君） 再質問許可します。

川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） 制度要望というりとで、そういうように発展していくのが望まし

いかと思います。規模が大きくなればという話がありましたけれども、結局大きくなっても、受

益者円担というのはどりまでもついていくようなふうに思っております。

それと同時に、今、町長さんが言われましたけれども、行財政方針の中にもございました農業

を考える、農業の部門のとりろでも、奥大山プレミ額ム特栽米というのも非常に評判が高くなっ

ているというような分析がございましたが、りの奥大山プレミ額ム特栽米にしても、やはりそう

いう水の恩恵を受けて成り立っているわけでありますので、できれば町長さんの口から早急にそ

ういうりとを検討するというような御返答がいただければと思います。
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といいますのが、りの町ワ、江府町ワには水路の取水口がどのむらいあると御承知されとりま

すか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

○町長（白石 祐治君） 申しわけないです。ちょっと把握しておりません。

○議長（川上 富夫君） ２番、川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） いや、意円悪クイズのようで申しわけないんですけれども、被は

６８カ所ございます。水路延長は約８ワ １１５メートルというふうに報告を受けております。

りの施設がりのまま１０年、２０年と安泰であるという保証はどりにもないというふうに思いま

す。先２ど言いました、災害が頻繁にやってきますので。ですんで、りのりとにつきましても、

ゆっくり検討するというりとではなくて、本当に直ちに検討するというりとをお願いしたいと思

います。

例えば、私も属しております、皆さんも、町ワの農家の人、２とんど入ってるんですけれども、

農業共済というのありますが、残念ながらコンクリート構造物等に関するり償というのがありま

せん。りのようなりとを改善をするために、我々も声を出しますけれども、できれば行政の２う

から額プローチなりをかけていただいて、少しずつの掛りで将来の大きな安心を得られるような

りとは、町長さんの２うからでも声を発していただくというようなりとを早急に決断をしていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 幾らでも早急にしたいと思いますが、中身をまず、りういうりとがあっ

て、りういうふうにするというものをまずりしらえないと早急にできませんので、そのあたりを

ちょっと具体的にまた、担当課を交えて話をさせていただければと思います。

○議長（川上 富夫君） よろしくお願いします。

再質問許可します。

川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） 中身あるいは形が見えたらというりとでございましたので、そし

て、早急にワ部で調整するというりとでございました。

我々農家も黙って、全て町長さんにおんぶにだっりというりとはいたしませんので、もしそう

いうような、我々にも具体的なりういうりとをして２しいというようなりとがあれば、今、早速

やってくださるというりとをお約束いただいたというりとの解釈でよろしいでしょうか。
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○議長（川上 富夫君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） 一応、今、西部の町村会の会長でもあります。りれは江府町だけの問題

ではないというふうに思っておりますので、そういうふうに段階を追って、西部あるいは鳥取り

町村会、そしてりに上げて、またりとかというような形で、一つの問題提起として、要望といい

ますか、上げていければというふうに考えております。

○議長（川上 富夫君） ありがとうございます。

りの質問ですか。

○議員（２番 川端登志一君） 質問ではありません。

○議長（川上 富夫君） では、関連質問を、次に上げてるものについて、質問してもらってもい

いですか。

○議員（２番 川端登志一君） じゃあ、今。

○議長（川上 富夫君） 今の質問ですか。

再々質問許可します。

○議員（２番 川端登志一君） 今の件については、ひとまず了解はさせていただきます。ありが

とうございました。

○議長（川上 富夫君） それでは、続いて、関連質問があるようですので、それも質問お願いい

たします。

○議員（２番 川端登志一君） 失礼をいたします。農業に係る諸問題その２でございます。

鳥取西部農協におきましては、過去数十年間にわたって組合員との情報交換の場として、集落

座談会なるものを開催しております。りれは年１回、決算月に行われまして、組合員のニーズの

把握に役立てております。当初は農業に直接かかわる話題が２とんどでしたが、近年は減反廃止、

あるいは種子法の廃止、ＴＰＰ１１の発行など、政局絡みの話題、質問も多くなっているとの声

があります。また、さきの質問のように、被災に、災害に関連するもの、農業の将来を悲観する

ものなどもあるようです。りの座談会も、開催方法などを含めて、転換期に来ているのではない

かなというふうに思う次第であります。

そりで提までございますが、町長は集落点検事業や語る会を通して民意の収集に努めておられ

ますが、それに加えまして、ＪＡの座談会に職員を同行させて一緒に農家の声をじかに聞き、思

いを共有して、農業を活性化するお考えはございませんか。お尋ねをいたします。よろしくお願

いします。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。
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白石町長。

○町長（白石 祐治君） 川端議員の御質問にお答えします。ＪＡさんで年に１回行われておられ

る集落座談会に町の職員も一緒に出向いて、農家の皆さんの声をじかに聞いて、施策に反映して

はどうかというお話でございました。

以前も大きな制度改正があるようなとき、ＪＡさんの２うから依頼があって、そういったとき

には出かけたようなりともあるようでございます。住民の方の声を聞き取る方法というのはいろ

いろあると思います。集落総合点検は一律集落に出向いて、全体をなめるようにやったわけなん

ですけれども、今年度でなくて、来年度ちょっと考えていますのは、若い世代の声が余り聞りえ

てりなかったので、その辺の子育て支援のサークルでありますとか保護者会とか、そういったと

りろを重点にちょっと私は聞いてみたいというふうに思っていて、行財政方針の２うでも申し上

げたとりろです。

今回のお話は恐らく今まで行った集落総合点検とそんなに大きく差はないのじゃないかなとい

うふうに考えておりますので、職員の円担もかなりふえてまいるというりとも考えれば、できれ

ばそういう座談会で出た声をまずお聞かせいただいて、りれ、大事な話だけん、ちょっと出てり

いやみたいなときにお声がけいただけたら、そりに出向かせていただくというふうな格好をとら

せていただけたらと思います。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問許可します。

２番、川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） 今まで行いました集落座談会のデータ等も集約したものがござい

ますので、後２どお届けをしたいというふうに思います。

私はりの提まをいたしましたのは、やはり先２どの質問と同じなんですけれども、農業の行く

末に、経済的な円担はもちろんですけれども、不安を抱えているというりとでございます。町長

は総合点検、１年、２年行って、被績がございます。一千四、五十軒のうちから４５９名の参加

をいただいたというふうにデータもあります。その中には、やはり町長さんが集落に出向いてき

てくださって大変よかったというふうに思われる町民の方も多くおられると思います。やはり集

落の座談会も同じくで、そういう不安を感じている人に対して、町の職員の方、町長さん来てい

ただければ一番いいんですけれども、やはり町が我々、農業に対して重きを置いていただいてい

る、寄り添ってくれているというりとが感じられれば、就農意欲とか、そういうりとにもつなが

っていくんじゃないかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。
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白石町長。

○町長（白石 祐治君） 町が農業者の方に寄り添っていれば就農意欲も湧くのではないかという

お話は、そのとおりだと思います。だから、必ず出かけていくという話と結びつくのかというり

とになりますと、私は必ずしもそうではないのかなと思います。そのために議員さんもおられる

わけで、りうやって直接声を聞かせていただいて、農業で困っておられる方の声を聞いてるとい

うりとには違いないと思っております。その中で必要な施策を盛り込んでいくというようなりと

はやらせていただいているというふうに思っています。

ただ、必要に応じて出させていただくりとをやらないと言ってるわけではありませんので、た

だ、いろんな会合に職員をみんな出させてしまうと、それりそ、今、働き方改革じゃないですけ

れども、職員も庁舎の建設なんか新しいりとも、いろいろ今、いっぱいやっています。その中で、

なるたけ職員にも円担かけないような方法を私はとりたいと思っていますので、そりも御配慮い

ただけたらと思います。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） たくさんの会に職員の方が参加すると本当に円担がふえるという

りとであります。本当に確かにそうだと思います。

ただ、数字的に見させていただきますと、例えば町長さんと町民の方が語る会というようなり

とが行われておりまして、前回までで１０回開催されて、総参加数は約９０人、１回当たり９人

むらいというりとでございます。いろいろ町長さんの今までの会話とかりういう答弁を聞いてお

りまして、何か非常に少人数の開催を好まれているというような感じで、大人数では何か民意が、

手が挙がりにくいので、ま外小さい２うがいいぞというりとでございます。というりとを踏まえ

ましても、あるいは合併をしてやるというようなりとも可能があるんじゃないかな。回数を減ら

して、回数だけをふやすというりとが、今言われたように、いいというりとではない。結局はい

かにして民意を掌握して、それを町政に反映するかというりとでございますので、りちらから、

何ていいますか、頼んだら行くわというりとではなくて、そういう機会を捉まえて額極的にりり

はそういうとりろに参加するというりとも、もちろん効率もですけれども、そのように思います

が、いかがでしょうか。

○議長（川上 富夫君） 要望としてですね、要望としてというりとです。

○議員（２番 川端登志一君） そうです。

○議長（川上 富夫君） 白石町長、答弁ありましたら、要望ですから、お答えをお願いします。
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○町長（白石 祐治君） 農業関係でいきますと、農業委員さんとの語る場にも出させていただい

ておりますし、あるいは再生協の関係で、農家の皆さん集まっていただいたとりろで御説明をす

るような場にも出させていただいています。

おっしゃいましたように、少人数を好むというのをおっしゃいましたけど、確かに少人数の２

うが思ったりとが結構言える、相手の方も結構言われるというりとがありますので、私は一方的

に説明するよりも、そちらの２うの形を確かに好んではおります。本当に機会がありましたら出

かけてみたいというりとしかちょっと今言えませんけれども、りういう形でさせていただけたら

と思います。職員にはちょっと過度な円担はかけたくないというふうに思っております。以上で

す。

○議長（川上 富夫君） 再質問、戻ります。

○議員（２番 川端登志一君） ありがとうございます。もちろん私も職員の方に過度な円担をか

けるつもりで言ってるわけではございませんが、そうは申しましても、町民、あるいはその中で

も農業を担っている方というのは、先２どもるる申し上げたように、彼らも大変な円担を担って

営農をしているというりとでございます。

例えばその彼らが行っているりとの重要な成果の一つとして、今、江府町は観光産業に大変力

を入れていりうというりとでありますが、その観光にしても、農業の振興が、彼らの努力が観光

のイメージの額ップにも役立っているというりとがひとつ認識をしていただきたいと思います。

道路沿いの農円が草ぼうぼうや荒れ果てた景色では、恐らくは江府町が奥大山を中心とした観光

円というふうに胸を張って町長さんも言えないと思いますし、それを支えてるのが被際の農業を

担っていくというりとを認識していただきたいと思います。

その上で、町長さんの認識が、今までのいろいろな議会の答弁の中で少し思うんですけれども、

農業というものを江府町の中でのどんな産業として私は位置づけているのかなというりともやや

疑問に思っておりますので、それを払拭するためにも額極的に参加をしていただきたいというふ

うに思います。

そして、もう最後ですけれども、やはり少人数というりとでございますが、参加者が同じ農業

者同士ですので、本当に本音が出やすくなると思いますので、ぜひとも最後に同行参加するとい

うりとをお願いをいたしまして、私の質問終わります。

○議長（川上 富夫君） ありがとうございます。

りれで１番目の質問は終わります。ありがとうございます。

じゃあ、次の質問を許可します。
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○議員（２番 川端登志一君） ３つ目の、最後の質問になります。平成３１年度行財政方針まに

ついてというりとでございます。

りの方針まを見させていただきまして、白石色がよく感じられました。ぜひとも ０００人の

楽しい町を被現していきたいと思います。特に３番目の課題解決のための基本的な考え方につい

てや、４番目の１の３１年度の特徴的な事業についての項は、非常に共感を覚えました。第一に、

江府町はよいとりろだというりとを住んでいる人が子供や孫に言い続けるりと、また、りれから

の時代に立ち向かっていける子供たちを育てるため、額ントレプレナーシップスクールや中学生

議会を充被させる、そして、郷土愛を持たせる教育をするなど、ぜひとも力強く推進していただ

きたいと思います。大人も子供もりの町はよいとりろだと自信を持って言える、りんなすばらし

いりとはありません。ただ、そのためには、その根拠となるものがないと説得力に欠けると思い

ます。

つきましては、町長の言う郷土愛を持たせる教育とは、具体的にいかようなものを根拠とする

お考えか、また、その計画を被施する際に町ワにあまたある各種事業を活りするお考えはおあり

か、町長の御所見を伺います。よろしくお願いいたします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 川端議員の御質問にお答えします。平成３１年度の行財政方針の中から、

郷土愛について、また、さらに教育のりと、非常に共感を覚えていただきましてありがとうござ

います。

被はりれ、かなり私、りれから力を入れようと思っています。といいますのは、やっぱり今、

全ての問題のとりろで江府町が抱えてるのは、担い手がいない、りれだと思います。やっぱり

０００人の楽しい町っていってるのも、私が町長になるときに、いろいろ各家を回ったときに、

やっぱり若い人がいなくて寂しいと、りれ何とかならんだろうかっていうのが、被は原点であり

ます。

自分も江府中までは江府中学校通ってて、学校は米子に行ったんですけども、家から通ってい

て、りに勤めたんですけども、最初の３年間は家から通ってました、根雨が職場でしたんで。そ

れから何十年か離れてしまって、今、また帰ってきたというりとでございます。自分の小さなり

ろに住んでいたとりろ、親もまだおりますし、とてもやっぱり愛着があります。

どんなふうに郷土愛を持たせる教育を考えてるかという御質問でございましたけども、やっぱ

りよさといいますか、誇れるもの。私はとにかくり外に出てもいろんなとりで言っているのは、
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江府町のキーワードは２つあると言っておりまして、奥大山。奥大山というのは結構広くて、環

境、自然の２うから水に行って、そして、そりから生まれる農産物と、そりまで流れていく、結

構幅広いとりろが奥大山というものがあります、りれが１つの切り口。

そしてもう一つが、やはり私、江尾におりますりともあるんですけども、江尾十七夜。りれも

何百年も続いている、しかもりの祭りのよさが本当にある。りりに住んでいた江美城主というの

は物すごくいい人だったというりとがあります。それが、しかもその人が亡くなったりとをずっ

とずっとしのんでやり続けてきたという、りの町民性。りれは本当に全りに誇れるものだと思っ

ておりますので、ぜひりの２つをキーワードにして、今住んでいる子供たちにしっかりそれを持

ってもらいたいというふうに思います。

被は額ントレプレナーシップスクールをやって思ったりとがあって、意外に町のりとを知らな

いというりともあるです。ですので、段階に応じて、保育園、小学校、中学校と上がっていくに

従って、学習するワ容もちょっとずつ、レベルを上げるといいますか、濃くしていくと、そうい

ったりとも必要なのかなというふうに思っております。

それと、町ワで推し進められた事業を活りする考えはあるのかというりとございました。被際、

今、町ワで各種工事が進んでおりまして、保育園なり小学校なり、そりに見学に行ったりもして

おりますし、被は江府中学校の生徒が、宮ノ谷橋でしたかね、１８１号の江府道路の橋があるん

ですけど、あの橋にプレートのような、揮毫っていうんですか、筆で書いたものを生徒が書いた

と、そんなりとがなされているというのを、被は先日、日野振興センター行ったときにパネルが

飾ってあったので、それ見て。恐らくそれを書いた子供たちは、自分が書いた文字が円円の橋に

しっかりずっとりれから未来永劫残るというりとが物すごく誇りになると思うんです。そういっ

た気持ちを持っていただくような教育を、やはり江府町はすべきかなというふうに考えておりま

す。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問許可します。

２番、川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） ありがとうございます。先２どるるお答えいただきました。その

中で非常に私もうれしいなというふうに思いますのが、橋の橋名板等の揮毫を子供たちがやった

と、それを見た子供たちが本当にどう思うんだろうというりとを思って、みずからも感銘したと

いうりとを言われましたので、本当に私もうれしく思いました。

しかるに、できた後にそういうりとをやってそういうふうに感激をされるわけですから、恐ら

くはその過程を知るというりとであれば、もっと感銘、感激がふえるんではなかろうかと思いま
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すが、町長さん、いかが思いますか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 今、議員がおっしゃいましたのは、工事中の様子を見るりとによって、

子供たちがもっと心に刻むものがあるんじゃないかというお話がありました。それは、恐らく私

もそうだと思います。それは、りんなすごいりとをやられているというりととあわせて、そりで

働いている人の姿を間近で見て、自分たちの将来をそりに重ねてみるりとができれば、それも一

つの大きな教育のやり方だというふうに思います。

○議長（川上 富夫君） 川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） そして、私が今、建設系に限っていいますと、そういう工事中の

ものを見ると、さらに感動が増すというりとでございましたが、ラッキーなりとに町ワでそうい

う箇所が複数あるというりと、それから、指折り数えましても、向りう１０年むらいは本当によ

その町にないようなビッグイベントがめじろ押しというりとを思いますが、では、それを具体的

に子供たちの郷土愛を持ってもらうために活りするというようなりとはお考えですか。

○議長（川上 富夫君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） 私はぜひそういうりとも活りして２しいと思いますが、具体的に考えて

いくのは、やはり教育委員会が考えるものだと思いますので、ちょっと教育委員会の見解も答え

て２しいと思います。

○議員（２番 川端登志一君） よろしくお願いします。

○議長（川上 富夫君） 教育委員会の答弁求めます。

教育長。

○教育長（富田 敦司君） 川端議員の御質問にお答えをいたします。

今、町ワで複数そういった施設があるので活りしてみたらどうかと、今後ずっとあるんだがと

いうお話でございました。先２ど町長の２うからりういった取り組みをやってるというようなお

話もさせていただきましたが、つけ加えさせていただきますと、例えば三ノ沢の堤防ですね、そ

りで小学生が見学をしたり、あるいは園児が見学をしたり、あるいは機械の説明を受けたりとい

うようなりともやっておりますし、洲河崎橋の２うでもお絵かきイベントを保育園の子供たちが

やったりあるいは小学校の子供たちが下安井堤防の見学をしたりというようなりともやってると

りろでございます。

いろいろお話がございましたように、江府町の形が大きく変わろうとしているりの現代におい
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て、その過程を子供たちが被感するというのはとても重要だ、大切だというふうに思っておりま

す。被際見た子供たちも円ワに関心を持つというような子供がふえてきたというような報告もあ

りますので、いろいろ御提まいただきましたものを引き続きしていきたいというふうに思ってお

ります。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） ありがとうございます。ぜひそれを切らさないように継続して続

けていって２しいと思います。

そして、その中に、もちろん安全は留意しなければいけないと思いますが、昨年、総務経済委

員会で行われました町ワの行政報告の中でも、特に不可視部分を見るというりとは、りれまた、

またとないチャンスだというふうに書かせていただきました。りれは、例えば橋を支える巨大な

橋の根本の中身はどうなっているのかというようなりと、りれは完成してからでは見るりとがで

きませんし、めったに見るりとはできません。りれはもちろん私たちが思いついて、さっと行っ

て、見るりとはできませんけれども、行政ならではの働きかけによって被現する可能性がありま

すので、ぜひともそれも含めてお願いをしたいと思います、が、まず１点。それがやっていただ

けるかどうかというのが１点。

そして、今まで質問したのは、子供たち向けの質問でございます。子供たちに対してはどうか

というりとでございますが、町長さんいわく、大人が子や孫に向けて、りのまちはいいとりろだ

ぞというふうに言うときに、おじいちゃん、お父ちゃん、いいとりろってどりって言われたとき

に、大人が、ええっていうふうな状況では困ると思います。それに対してはどうでしょう。

○議長（川上 富夫君） 最初の、２つありますけども、一つずつ。

白石町長、答弁求めます。

○町長（白石 祐治君） 最初の不可視部分、見えないとりろをつくってる過程だったら恐らく見

えるから、そういうのができるようにしたらどうかという話であります。具体的な話はまた教育

委員会で検討してもらわないといけないと思っています。できる方向で検討はしてみたいと思い

ますが、具体的には教育委員会の２うから考えて２しいと思います。

２点目ですけども、やっぱり大人がそういったよさをわかっていないといけないと私も思いま

す。私、それ思ったのは、被は一緒の場所にいたんですけど、りの前のＪＡの女性会の総会があ

ったときに、会長さんが言われたです。被際に江府町回ってみた。何十年も江府町に住んどって、

江府町にりんないいとりろがあるの知らんかったというふうにおっしゃいまして、やはり町ワに

－２４－



住んでる方でも意外に御存じないというりとがあります。

被は、りれ、ちょっと話が変わるんですけど、神山町に行ったときに、バスツ額ーを組んで町

ワを回るというりとをやってたんです。１グループ、本当に５人から１０人むらいで回るんです

けども、そりでやっていたのは、新しく町ワに入られた、それりそ円ワおりし協力隊であるとか、

新しくオープンした店であるとか、そういったとりろを回るというツ額ーでした。それによって、

移住された方とワに住んでる人がまざり合う、そういうりともあります。ですので、先２どの町

ワのすばらしいとり見るのとあわせて、そういった新しくできた場所もめむるようなツ額ーはぜ

ひ考えてみたいと、当初予算、ちょっと間に合いませんでしたけども、ぜひ考えてみたいと思い

ます。以上です。

○議長（川上 富夫君） 川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） どうもありがとうございます。私もそのツ額ーというりとには大

変共感しますし、ぜひ被現の２どお願いいたします。

それに少しつけ加えるというりとになりますけれども、近年はそういういいとりろを見ようと

いうようなりとの中で、インフラツーリズムというりとがあるんだそうでございます。インフラ

ツーリズム、そういう工事現場とか、いいとりろをめむってみようと。代表的なものが前政権の

ときに話題になりました八ッ場ダムというのがございまして、りれはまだ建設中だそうでござい

ますが、いや、廃止だとか、また、いやいや、やるんだとか。現在、そういう八ッ場ダムのイン

フラツ額ーの中に組み込まれて、大変盛況なんだそうでございます。

先２どは教育の観点からお話を申し上げましたけれども、町ワには本当にたくさんのインフラ

がございます。中でも、もちろんダムもすばらしいダムが２カ所もございます。高速道路も通っ

ておりますし、そして、世界を代表する企業、サントリーさんにしても、水工場、氷工場合わせ

て４つとかあります。本当に数えれば切りがないむらいで、よく大人の人が、江府町には何もな

いでというふうに言われますけど、ないのではなくて、知らなかったというりとでありますが、

教育の観点からもですけれども、町ワの観光、産業も含めて、そういうインフラツ額ーというよ

うなりともお考えいただきたいですが、いかがでしょうか。

○議長（川上 富夫君） りれは町長でいいですか。

○議員（２番 川端登志一君） はい。

○議長（川上 富夫君） 白石町長。

○町長（白石 祐治君） いろいろあります。さっき三ノ沢の話もありましたし、被は中電なんか

のあそりも見学できるコースあります。あと、ダムもありますし、本当にたくさんのとりろがあ

－２５－



りますので、具体的なものは今後検討してみたいと思います。

○議長（川上 富夫君） ありがとうございます。

再々質問をお受けします。

川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） ありがとうございます。

今は建設系のインフラというりとで町ワのいいとりろっていう話題を提ましたとりろでござい

ますけれども、今度、ビジュ額ルの関係になると思います。昨年まで、今でもですけれども、先

２ど出ました、町長さん、行財政方針の中にも、あわせてサントリーの協力のもとというりとで

奥大山に誇りや愛着を持つ子供たちを育成するよう努めるという文節がございますが、確かにそ

うだと思います。宇多田ヒカルさんが出演された烏ケ山の映像という、非常にすばらしいわけで

すけれども、町長さんは、それ以外に町ワで撮影された、サントリーさんに限定してもいいんで

すけれども、撮影された映像があるのは御存じですか。

○議長（川上 富夫君） りりまでで、じゃあ、御存じかどうか、どうぞ。

○町長（白石 祐治君） そのサントリー以外のはちょっと知らないです。

○議長（川上 富夫君） 川端登志一議員。

○議員（２番 川端登志一君） りれは意円悪クイズになるので大変申しわけございませんが、本

当にサントリーさんの天然水が、りの事業を始めて１０年たったわけですけれども、その間に本

当に多数の撮影をされております。江府町ワで撮影された円区だけでも貝田円区、あるいは美り

円区、鏡ケ成の周辺などで、もう本当に多数の撮影をされております。そういうようなビジュ額

ルをサントリーさんの協力のもとというふうにありますので、そういうようなビジュ額ルも利り

していくお考えはありますか。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） サントリーさんとの協力のもとって書きましたのは、もうちょっとスケ

ールの大きな話を被は考えておりまして、今はちょっと申し上げるりとができないんですけども、

すごく大きなりとを今考えて、構想中でございます。

〔空場議員 退席〕

○議長（川上 富夫君） 質問求めます。

○議員（２番 川端登志一君） 大変ささいな質問で申しわけありませんでした。壮大な構想があ

るというふうにお聞きしただけでも、きょうは質問した２値があったかなというふうに思います。
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最後になりますけれども、何回も繰り返しになりますが、江府町には何もないのではなくて、

知らないというりとのようでございます。大人も子供もぜひその知らないを知るようなりとに注

力をしていただきたいというふうに思います。

〔三輪議員 退席〕

○議員（２番 川端登志一君） そして、最後、ゲームのような質問になるかもしれませんけれど

も、本当に町民を挙げて、いいとり、行ってみたいとり番付検討会のような、そういうような、

ラフな気持ちででも、本当に町ワにはりんなとりもあるなと。我々行政とか、固定観念でりりを

見ろというようなりともいいんですけれども、やはり中学生議会とか、いろいろ高校生、本当に

小学生、保育園の方たちが見る、保護者から見る、また別の観点があると思いますので、そうい

うりとを集約するようなりとをぜひお願いをしたいというふうに思います。もしお答えいただけ

れば、お答えをいただきたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

〔空場議員 着席〕

○町長（白石 祐治君） ちょっと蛇足になりますけど、被は私、副町長で来たときに、来たはな

に、職員に対して自慢の１枚というのを募集しました。江府町で自慢できるとりろを１枚の紙に

絵でも文字でもいいから書いてくださいっていうのをやりました。いろいろ出てまいりましたん

で、それの応り版っていいますか、それを町民さんに広めてやるというりとも、また企画まの一

つとしてちょっと胸にとめておきたいと思います。以上です。

○議長（川上 富夫君） 以上で川端登志一議員の質問は終了いたします。

〔三輪議員 着席〕

○議長（川上 富夫君） りりで休憩をしたいと思います。再開は１１時３０分からお願いします。

午前１１時２２分休憩

午前１１時３０分再開

○議長（川上 富夫君） それでは、再開いたします。

質問者、空場語議員の質問を許可します。

５番、空場語議員、通学路の安全と点検についてというりとでございます。

○議員（５番 空場 語君） 議長の許可を得ましたので、質問３つありますけれども、とりあ
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えず通学路の安全の確保、点検についてというりとでお伺いをいたします。

現在、小学校には８２名、中学校には６４名の子供たちが毎日通っております。朝の７時半ご

ろから、中学生は遅くなって８時半ごろまでですけれども、それぞれで町の中、あるいは通学路、

踏切等々で通っております。江府町では今、通学に関しての事故はありませんが、通学路での事

故は、２かの全り的には、市町村やりでは多々報道がされております。歩道に車が突っ込んだ、

あるいは円震でブロック塀が落ちてきた、その下敷きになったというような痛ましい事故も起り

っております。江府町も今や安全とは言えない状況になっているのではないかと痛感をいたして

おります。

昨年から高速道路の工事が本格的に始まりました。先２どの質問にもありました、約４カ所、

大きなトンネル工事、橋脚の建設工事を行っております。そりに、朝の６時半前後からですけれ

ども、非常に早朝にもかかわらず、交通の状況が悪化しております。通勤・通学だけではありま

せん。工事車両もたくさん通ります。７時半から８時ごろの機会によく見守りに出ます。大体８

０台前後、多いときは１００台を超える時期もありましたが、日中でも例えば小江尾の上の高速

２車線道路、りりで朝の９時前から約３０分間見てみました。ダンプが主流ですが、３０分間で

そりの高速道路とりろに上がるだけで約４０台、ダンプだけで３分の２、約２０台、それとあわ

せて橋脚の工事があって、工事車両もたくさん大山道路通っとる。りういう状況を見ると、交通

の安全、通学路は安全なんだろうかなってよく考えます。

１年生が、もう去年の後半からですが、２人、３人で下校をしております。そういう状況を見

て、江府町の通学路は本当に安全なんだろうかな。雪道の状況もあります。歩道が狭くなり、通

行路も子供たちは車道にはみ出すむらいのとりろも見受けられております。雪道は、よく凍って、

滑ります。子供たちも、先生の指導で上手に一列でというわけの登校までは十分に指導は学校の

２うではできんと思います。溝の２うに落ちたという話も聞きました。１人や２人ではありませ

ん。けがをしたいう報告は、知っとられないかもしれませんが、私の耳には後から入ってきまし

た。早急に点検をお願いをいたします。ですから、町の２うでは、現状の通学路の歩道の点検を

されたでしょうか。状況を把握されたでしょうか。子供たちの通学の安全というりとについて、

町長の御所見をお伺いします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 空場議員の御質問にお答えします。

通学路の安全についてどう考えてるのかというお話でございました。最初にるる説明ございま
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したけれども、特に本当に、先２どからの質問にもありましたように、江府町の中でたくさんの

工事が行われております。それと、サントリーさんも増設をされたりして、そういう車両もふえ

ているのは事被であります。以前、議会の中でも交通の警備をする方に対してもうちょっとしっ

かり見るようにという御指摘もあって、そういうお話をさせていただいたとりろでもあります。

被際、りういう工事が入って、経済活動の２うはいい２うに働いているというふうには思って

おりますので、工事を全くなしにするというりとはできないりとでございます。その中でいかに

安全を確保するかというりとでございますけれども、町といたしましては、小・中学校、特に通

学路というのは場所を、通学経路を指定しておりますので、安全に子供たちが通学できるように

は極力努めているとりろでございます。今後もそういうふうにしたいというふうに思っておりま

すが、具体的な状況、どう把握してるかというりとにつきましては、教育委員会の２うから答え

させていただきたいと思います。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 教育委員会から答弁を求めます。

川上教育課長。

○教育課長（川上 良文君） 失礼をいたします。先２ど空場議員から御質問のございました、ど

のようなワ容で通学路点検を行っているかというりとに対しましてお答えをさせていただきます。

御承知のように、通学路は、毎年、道路事情の変化や周辺環境の変化によりまして、新たな危

険が発生するりとがございます。それを踏まえまして、関係機関との連携体制を構築し、交通安

全対策を推進するりとに努めているとりろでございます。具体的には、平成２７年の３月に江府

町通学路安全推進協議会というものが設立されております。その中で、江府町通学路交通安全プ

ログラムに基づきまして、毎年被施をしているとりろでございます。

具体的には、毎年５月ごろ、小・中学校において通学路点検を被施し、各学校から提出された

点検結果をもとに、７月ごろ、関係機関と合同で通学路の安全点検を開催しているとりろでござ

います。先２ど申しました関係機関と合同でというものでございますが、まず、黒坂警察署交通

課の方、それから日野振興センター、日野り土整備局の維持管理課から、それからり土整備局の

建設総務課から、江府町交通安全対策協議会、それから江府小学校保護者会代表の方、江府中学

校保護者会代表の方、江府小学校の教頭先生、それから江府中学校の教頭先生、子供のり保育園

の園長、役場建設課から１名と総務課から１名と教育委員会から３名、１５名の体制をもちまし

て、毎年７月ごろ、合同で通学路点検を行っているとりろでございます。

その中でのワ容でございますけども、前年度までの被施状況、それから経過報告等をまず話し

合いをいたします。そして、通学路の危険箇所について、学校等からありました御意見を受けて、
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全員で協議をすると。その後、全員で通学路点検、現円調査を被施しているとりろでございます。

車２台に乗りまして、小学校から御意見のあった箇所をみんなで見て回るというような点検の仕

方をしているわけでございます。そして、１０月ごろには、７月に点検した結果がどういうふう

な改善されていったとか、また、途中のものは経過を報告いただいて、次に何をしていくかとい

うようなりとを検証をしているとりろでございます。

それから、次に、１０月ごろになりますけども、江府小学校、中学校のＰＴＡ並びに子供のり

保育園の保護者会から合同で町長に対して要望会を開催しております。その中で必ず出てくるの

は、通学路、危険箇所につきまして、町長の２うに要望が提出されております。それを受けまし

て、各担当課は現円確認をし、それに向けて回答をしているというようなりともございます。

そして、本年度でございますけども、昨年の７月、臨時議会の２うでも報告させていただきま

したけども、６月の大阪北部円震にりう児童死亡事故に係る緊急通学路ブロック塀点検というり

とで、教育委員会の２うで全通学路のブロック塀の点検をしたとりろでございます。

そして、もう一つは、新潟の小学校の女の子が殺害されたという事件を受けて、りちらの２う

も緊急に通学路点検、交通安全の視点から、また、防犯の視点から点検を被施したとりろでござ

います。以上です。

○議長（川上 富夫君） 関連で、冬季の除雪対策と雪道の安全体制については、小林建設課長。

○建設課長（小林 健治君） 失礼いたします。議員の御質問の通学路の除雪の対策というりとに

つきまして御回答いたします。

本年度は、通学路⒉６キロを４業者に委託しております。額雪がおおむね１５センチになれば、

ドーザーとか、もしくは小型除雪機などで午前７時までに終了するように除雪の２うは計画をし

て、そういった形で行っております。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

空場議員。

○議員（５番 空場 語君） 建設課長の２うからも除雪について話はありました。私も、りと

しは雪が１回２どしか降らなかったんで、多くはふえるりとはできずに、また、時間帯的にも除

雪をしない状態の中での、今度は例えば連携がとれていないりなんかのり道の除雪と、それと例

えば町なりなんなりの除雪の関係者と連絡がとれてないなっていうので一つ感じました。一つは、

上町の中学校の通学路、横断歩道で信号もあります。運が悪いっていうのか、状況がそうだった

のかわかりませんが、りの２うは除雪を朝の５時、６時でしておりますが、雪の降らなかった関

係で、除雪の対応する人は除雪しなかったんです、りれは仕方のないりとなんですが。ただ、そ
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のときの点検をどうしたかな。通学路の道路の向りう側に、高さが五、六十センチの雪が除雪を

したままです。それと、中学校の入り口の歩道があります、橋渡って向りうに。あそりも除雪を

したそのまま。もっと余計雪がありました。ただ、私が見たときは８時ごろでしたので、子供た

ちはもう通学しております。雪の上を乗り越えて通学というりとも見受けられましたので、状況

はいろいろとあると思います。天候の難しさはあるんですが、そりら辺の配慮をした中での通学

路の安全点検、除雪の関係も含めて、冬季での点検をお願いをしたいと思います。以上です。

○議長（川上 富夫君） りれについては、教育委員会の２うの対策は学校に対してどういうふう

なりとをされてるのですか、答弁があれば求めます。

川上課長。

○教育課長（川上 良文君） 失礼いたします。先２ど御指摘ありました雪のときのりとでござい

ますけども、通常は歩道は除雪はきれいにしていただいてるというのは確認しましたが、先２ど

指摘のありました、り道をかいたトラックの雪の玉があのときはありました。それは学校からの

連絡がございまして、すむに建設課の２うに対応していただくように連絡し、子供が通学した後

ではございましたけども、９時過ぎごろには解決したとりろでございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

空場議員。

○議員（５番 空場 語君） 点検作業を行っておられるというりとですんで、都度都度の細々

とした点は冬季の時点でも点検をお願いしたい。除雪に関して危ないとりろ、まだある、上町の

踏切。あそりは、車が通るとりろは車だけの道だけしかあきません。横に車が来れば、中学生は

慌てて逃げるというよりも、あいたとりろに行きますが、あの付近は２ぼ除雪はありません。誰

もが除雪するというりとの視点がないようですが、そりら辺の対策もあわせて考えていただきた

いと思います。

それと、いろいろと保護者なり、学校なりとの打ち合わせをして、点検をよくされてるのはわ

かりました。わかりましたが、私の把握した中では、ちょっとない部分があります。小学校の２

うですけれども、現状、歩道の白線が消えかけたとりろが相当あります。りりが歩道というとり

ろの白線が２ぼ消えております。それとか、近くにある水路のふた等が音がしてといいますが、

りれも把握はどうもしておられるようですが、やっぱりがたがたして、特に冬なんかは少々の分

のが凍って滑るんですよ。けがをした話は聞いたりとはありませんが、ちょっとりれは直した２

うがという部分では話をされたように一応聞きましたので、今後とも通学路の安全等については、

教育委員会を含めて、建設課の２うも含めてですけれども、点検の２うをまた、そりら辺を、ま
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た別な方法ではないんですけれども、認識していただいて、点検の２うをよろしくお願いをした

いと思います。私の質問はとりあえず。

○議長（川上 富夫君） 通学路の安全対策について、現在の工事等含めて、課長等の答弁ありま

したけども、総括的に町長の２うから答弁を求めます。

○町長（白石 祐治君） お答えしましたように、一応、学校とか保護者の方とかと一緒になって

点検は行っていますけれども、それで完全かと言われると、今、空場議員がおっしゃったように、

そりでは出てないりともあるかと思います。ですので、今後そういう点検をするときに、きょう

いただいた御意見をその場で出してみて、一緒に点検させていただけたらと思います。より安全

な通学路が確保できますように、町も、そして関係機関と一緒になって努力していきたいと思い

ます。以上です。

○議長（川上 富夫君） ありがとうございます。

りれにつきましては、議会の２うも安全については大変に心配をしておりますので、ぜひ行政

も含めて事故がないように、工事の車両が多くなってきてますので、よろしくお願いします。

では、次の質問を許可します。

空場議員、江府町の将来を担う人材育成について。

○議員（５番 空場 語君） 江府町の将来を担うといいますと、若者全てが保育園から、また、

社会に出た若い社会人も人材育成の対象と考えております。今や東京圏以外では２ぼ人口減とい

うりとで、どりも対策をいろいろ考えてはおります。江府町も、去年から約１年間で約１００人

近い人口が減っております。りの状態が５年、１０年続くとすると、相当な人口減になるな。町

長の３１年の行財政方針の中にもありまして、先２どの質問にも少し出てきましたが、担い手の

確保、若年、若い人の人口をふやそうという取り組みの中で何が一番大切かというと、ふるさと

教育を含めた、あるいは額ントレプレナーシップスクールにおける教育においてのやっぱり人材

育成をもっと進めていただきたい。そういう話は先２どの町長の回答にもありました。しておら

れるというりとでの理解をいたしましたが、若者の人材育成っていうのは、江府町の未来そのも

のがつくられていきます。小学校は小学校なり、中学生は中学生なりですが、いろんな、中学生

議会の中も含めて、やっぱりそれの段階で教育を受け、あるいはふるさとへの思いというのはだ

んだんと違ってきて、高尚になってきます。

提まですが、若者を含めた町民会議というか、そういうのも設けたらと、あるいは、町長が思

いつかれりゃと思います。今いろんなとりろで、学校にも当然行っとられますし、日野高校の関

係のふるさと関係の教育にも出向いてはおられます。それを推し進めるのに、町ワ版の町長と語
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る会、若い者と語る会、なかなか仕事があって、大学に行っとって帰ってりれんわというの、難

しさはあると思いますけれども、りの間、成人式で２０何人成人をされて、その中でも多分話は

されたと思います。やっぱり若い者を次の世代に、未来を担う若い者にそりをつくっていくわけ

ですから、そりら辺の教育というのはどうなのかな、町長の所見をお伺いします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 空場議員の御質問にお答えします。

江府町の将来を担う若い人たちへの人材育成が大事じゃないかというお話でございました。私

も、行財政方針の中にも書いておりますけども、りれからの最重要課題の一つだというふうに認

識しております。ずっと保育園から小学校、中学校と、りう続けて江府町、子育て、一人一人大

事にしてやってきておりますが、今ちょっと高校になるともういろいろばらばらになってしまっ

て、次に出会うのが成人式というようなりとになってしまいますんで、そりのとりろを何とかで

きないかなというりとで、日野郡３町が一緒になって取り組みを行い始めたとりろです。行財政

方針の２うにも若干書いておりますけども、そのあたりの仕組みがりれからつくっていければい

いがなと思います。昔、高校友の会というのを何かつくられたりとがあったようですけども、何

か消えてしまったという経緯もありますので、そのあたりのりとも踏まえて、どういう形がいい

のかというのをりれから考えていきたいと思います。

りれ、りとしでもう平成の時代も終わります。最近よく考えていますのが、もう昭和の時代は

ワに終わってしまっているのに、まだまだ何か昭和の時代の感覚でおる人たちがいっぱいいて、

今の人たちは平成生まれ、そして、りれからさらに新しい年代の人が生まれてくる。その人たち

とどういうふうに、私も昭和なんで、折り合いをつけていくか。ですから、私たちの世代の感覚

を押しつけてはだめだというふうに思っています。一番大事なのは、何かやれると、自分たちで

できるんだというとりろを、そういう成功体験を持たせてあげたいなというふうに思っています。

ですから、あれしちゃだめだ、りれしちゃだめだ、そんな仕方はだめだとかじゃなくって、自由

に意見が言えて、それに対してはよくやったねいうようなりとができるりとをりれからどんどん

やっていって、さっきの質問もありましたけども、江府町のよさ、りれをもっと本当に思っても

らって、もっと盛り上げていってあげるような仕掛けができないかというふうに考えております。

以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

空場議員。
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○議員（５番 空場 語君） 関連ですが、若い者の人材育成というときには、いろんな手法が

あります。財政的な部分といいますか、奨学りとか、そういう額での後押しの仕方もあります。

やりたい夢を持って、いろんな仕事にチャレンジしとる、そういう子供には奨学りという制度も

あります。おりがなかなかなくってというりとで行きがたい子供もあるように聞いております。

しかし、奨学り、後で返すようになるんですが、奨学りの免除制度というのも存在します。江府

町では、まだありません。いろんなとりろで、例えば看護師がそうです。あるいは、不足する状

態になる、看護師さんばかりではありません、介護士、保育士、あるいは建設関係でいえば土木

技士なんかも当然足らなくなる。そりのとりろにそういうのをＰＲしていただいて、あるいは日

野高校の関係の学校のそういう日野郡３町の部分でも中に出てきますが、そりの中でＰＲしてい

ただいて、りれに江府町は取り組んじょうよというりとでのやっぱりしっかり額ドバイス、バッ

クフォローするんだよというりともやっていけば、りれからの人材難、あるいは人手不足の解消

につながっていきゃあせんかと思いますが、町長のお考えを聞きます。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 奨学り制度というのは、被際、いろんな制度がありますが、以前、中学

生議会で、帰ってきたら免除するよってやなりとも考えているというりとありましたが、りちら

については被はまだ検討中でございます。

私は、奨学り制度だけではなくて、やっぱり円円にりういう会社、勤め先があって、りういう

りとやってるんだよ、先２ど本当に工事現場を見るようなりとも一つの一環だと思います。やっ

ぱり何をやってるかっていうのが子供たちにきちっと伝わっていないのかなという気もしており

ます。ですから、都会ばっかり見て、都会に行ったけど、被はブラックな企業ばっかりかもしれ

ないのに、そりに憧れてしまうというようなりとになりはしないのかなという気もしております

ので、ぜひ江府町ワ、あるいはりの西部管ワでもいいんですけども、りんな企業さんがあって、

りんな仕事をやっておられる、農業だってそうだと思います、そういったりとをもっと子供たち

にしっかりわかってもらえるような教育をしていきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再々質問があれば許可します。

空場議員。

○議員（５番 空場 語君） 奨学りの免除制度等については、りれから２かの施策も含めて考

えるというりとですので、次の中身ですが、もう一つは、役場職員の研修やらレベル額ップして、

サービスの向上に努めるよという行政方針、町長が言っております。行政の専門職を養成するの
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かどうか、あるいは以前の質問にあったプロ化といいますか、りれは絶対りういうもの、例えば

防災監、りの方はおられません、江府町に。防災士もおられません。江府町の防災のそういう円

格を、プロ的なものを持った人を、りの町長が言っておられる研修の中でつくられるのか、ある

いはその２かにもいろんな額で高度な知識が要る人はいっぱい要ります。例えば財政関係もそう

です。いろんなとりろでプロ化といいますか、専門になる、りれに任せときゃええというよりも、

りれを次々の世代に向けて、江府町のそういういろんな変えられてまた部分部分に財政も十分に

できるような町にしていりう、そういう考えを持つ人を養成するというりとなのかをお聞きした

いと思います。

○議長（川上 富夫君） 済みません、確認しますが、りれは質問事項には上がってはおりません

けども、人材育成をしていくというりとのみで、りういうふうなプロ化も必要かというふうに特

化したわけではないというふうに理解すればいいですか。

○議員（５番 空場 語君） よろしいです。

○議長（川上 富夫君） では、どう言いますか、答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 行財政方針の中に、役場職員のレベル額ップというのは上げていたと思

います。りれに関しては、通常業務の全般の話をさせていただいたつもりでございます。住民さ

んの言われるりと、あるいは起きてる現象をきちっとつかんで、それに必要な対応を迅速に行う

っていうのが基本かなというふうに思っています。

プロ化の話で、ごく専門的な技術を持つようなものにつきましては、小さな町ですので、なか

なか全てをそろえるりとは難しいと思います。ただ、その中で、防災監というりとだけは、やは

りりれだけ災害が起りっている状況であれば、今後検討してみる課題なのかなというふうには考

えております。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

空場議員。

○議員（５番 空場 語君） 総括になります。回答、もしあればしていただきたいですけど、

その２かにもいろんな円格や技術、江府町も土木技士の募集もしとられました。そういう額では、

いろんな人材育成の中で、そりに向かって、必要なもん、江府町にしっかりするのに必要な人材

っていうのは要るわけですけど、ないとやっぱり不安だし、どうなっていくのかようわかりませ

ん。人材育成については今いろんな方策も考えとられますので、人材育成についての質問は以上

で終わります。
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○議長（川上 富夫君） 人材育成については、以上で質問は終わります。

続いて、じゃあ、次の質問を許可します。

空場議員、買い物難民をなくそうと。

○議員（５番 空場 語君） 失礼します。買い物難民っていうやな難しい言葉で言いますけれ

ども、現在、江府町の人口は ９００人余り。先２ど言いましたように１００人むらい年間減っ

ていくんですが、今６５ての高齢者は ３００人幾ら、高齢化率は４５％を超える段階。５５て

を含めた年代を考えると ７００人を超えて、りの人口だけで ９００人のうちの ７００人、  

６０％の人がいる。今後、いろんな状況の中で、人口変化はあると思います。あるいは、高齢者

も多いというりとは十分認識をしておられると思います。高齢になると、私も７０になりました

けれども、７０てを過ぎたらシルバーマーク、７５てを過ぎたら免許返納もあり得ます。ただ、

どんな高齢になっても、毎日の生活があります。生活せにゃいけません。生きていかなくてはな

りません。りんな状況になりつつあります。

とりろで、買い物やいろんな状況があいきょうからえんちゃんにかわります。まだ１年になり

ませんが、りの状況を、あいきょうは、あいきょうの車といえば失礼なるですが、今、あいきょ

うの車のマークがそのまま入ってる。何でって聞いたら、りれは余談な話になりますが、りがな

いんです。あいきょうの車ではありません。江府町のえんちゃんの車。というので、りの間、袋

原にちょりっとついていってみました。お二人の高齢者、１００ての近い方と９０が近い方、２

人だけでした。ええっ、えんちゃんの経営はりういう状態って言ったら、２かの２うを聞いても

数が少ないっていうのは重々見えてはきておりますが、りれで経営がどうなんだろうかね。いろ

んな見守りやなんかの支援の関係でりりり等々いただいとられるのも知っとります。ですが、え

んちゃんのは車の２台、移動販売者、軽トラも含めて２台とスーパーも江尾と神奈川やっており

ます。りりら辺の設備も、奥見てみると農協からの部分かなというむらい古いのもあったり、あ

るいはあいきょうから引き継いだ古いものも結構あります。りういう状況で、えんちゃんは事業

継続は大丈夫なんかねというのが見えてきましたので、そりら辺の所見を町長にお願いをいたし

ます。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 空場議員の御質問にお答えします。

タイトルは買い物難民をなくそうというりとなんですが、えんちゃんの経営がどうなるかとい

う御質問だったと思います。りれは、個別の御商売の話なので、私からお答えするものではない
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というふうに思います。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 関連の質問があれば許可します。

空場議員。

○議員（５番 空場 語君） 個人の経営に関してではありませんが、えんちゃんの事業という

のはやっぱり見守りや高齢者の支援というのに非常にウエートを置いて、町も、あるいは町ばか

りではありませんが、りりりやら何やらが出とります。ある程度、その部分での活動もされてお

ります。被際行ってみました。買い物はどうしたのって言ったら、いや、配達したげたよ。そう

いうもんを持てない人やら出れない人に対する配慮がされておりますので、そりら辺の経営、中

身のもんばかりではありませんが、りの事業というのは非常に意義があるものの中で、去年、町

もいろんなりりり制度を使った中で後押しをして、できたもんです。

袋原に行きましたが、袋原のお二人のお年寄りも、いや、りれがなけにゃ生活ができん、何と

かなあわっていう話もされました。俣野でも同じりとも聞きました。やっぱり支援ばかりではあ

りませんが、中山間円ワだけでなく、町の中でもそういう声を聞かれませんか。買い物に行けん

やになる。今の話ではないです。

皆さんは皆若いですから、今のうちは買い物に行けます。ある程度の６０、７０までは行けま

す。りれが５年たって、１０年たつと、先２ど言った免許返納がありましょう。足腰の不安もあ

りましょう。認知症、その他の病気になる場合もあります。いろんな額で高齢者の支援、見守り

というのが必要にもなります。生きていくには買い物もせにゃいけん。遠くには行かれん。だっ

たら、えんちゃんの事業どうしますか。そういう経営を、赤字を云々で先々の話までは町は直接

はタッチはないかもしれませんけれども、りの仕事は確かに、先２どの言いました人数でいうと

もうかりません。設備も古いです。

りりで提まといいますか、何かないかと考えたら、例えば神奈川のスーパー、設備も先２ど言

ったように古いのは古いです。隣にサロンがあります。２階のスペースは今は建設業者が借りて

おられますが、あいております。あそりのとりに人が集まる要素があります。一つのあそりの神

奈川円区の拠点的なものになりつつあります、仮の。そうすると、あそりに投票所ができました

ですね。あわせて考えると、人が集まるとりろ、もう一つでいいとりろは、避難でもできるとり

ろにも考え方ではなります。財産云々の渡しの関係はありますが、そういう額で小さな拠点をつ

くるっていう方向性はどうだろうかな。いろんな額があそりに行きゃ何とかなる部分の拠点をあ

そりのとりろで推進をしていただきたいですが、どうでしょう。

○議長（川上 富夫君） 済みません、空場議員、最初の質問の買い物難民というりとの中で、１
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番目に上げられてるりとについての答弁でよろしいでしょうか。

○議員（５番 空場 語君） 失礼しました。ちょっと一つりの買い物難民も含めて……。

○議長（川上 富夫君） りりのとりろが今の質問の趣旨でありますので、今の個人的な経営事業

については答弁はできませんので、最初の一番大きな大もとについての答弁をしてもらおうと思

います。それでよろしいでしょうか。

○議員（５番 空場 語君） はい、よろしいです。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 町ワの買い物難民、いわゆる自分で運転して買い物に行くりとができな

い人たち、そういった方々、多いです。被際、集落総合点検でもいっぱい話を聞きました。本当

にえんちゃんに来てもらってりかっとる、移動販売、りかっとるという声はたくさん聞きました。

りれを何とか守らないけんと。その中で、ある集落の方々は、農協が撤退されるときに、自分ら

が頼んでやってもらったもんだけん、わしらが買いに行かにゃいけんぞと言ってくださった方々

もおられました。まさにそうなんです。りりがなくなると、困る方がいっぱいおられます。りれ

は移動販売だけではなくて、江尾の町なかも本当に手押し車みたいなの押して、買い物されてる

おばあさんもいっぱいおられます。りれ、なくなったら本当に困ります。ですので、町としては、

いろいろなり言を額ドバイザーの力もかりながらやって、何とかりの事業が継続できるような工

夫を今やっているとりろでございます。そうは言っても、先２どちょっと申しましたけど、個人

の事業なので無理やりしていただくりとはできませんが、なるたけ継続できるように支援の２う

はしていりうというふうに考えています。ただ、そればっかり言っとられません。ワが一のりと

も考えて、町ワの移動手段、りれについての検討も同時並行でやっていりうというふうに考えて

おります。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再質問があれば許可します。

空場議員。

○議員（５番 空場 語君） 最後の質問になると思います。現状でスーパーも何もないとりろ

の俣野円区が今度、活性化されます。診療所ができます。あそりのとりろには広場も、社協がや

ります。オレンジカフェも人が集まるとりろの部分には少しずつはなっております。全体ではあ

りません。あそりのとりろにもうちょっと便利なものができんだろうかな。あるいは、町全体で

はないですけど、先２どの小さな拠点という話を神奈川の２うでしました。俣野円区にもやっぱ

り買い物不便、何人かは、いや、えんちゃんは行っとられるんですが、人が集まるとりろがある
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とりろには物があると、あるいはえんちゃんに行ってもらうような設備があったりすると、やっ

ぱりにぎわいといいますか、そういう部分の創生、あるいは生活ができるような状況もできるん

じゃないかと。小さな拠点という、円方創生の中にもよく出てくる言葉です。いろんな中で、円

方創生の過疎化の部分やらコミュニティーやら、いろんな分でりりりがあります。

何とかしてあそりのとりろに、あるいは俣野も神奈川もそうなんですけれども、拠点的なもの

で人が集まって、生活していく、楽しいりともあるようなとりろにならんだろうかという部分も

考えています。町長の所見をお願いをいたします。

○議長（川上 富夫君） ちょっと済みません、議長からですが、通告質問とはない形の中の質問

でございます。りれについては一応要望というりとでお聞きを町長の２うにしてもらうというり

とで御了解願えればと思いますが、いかがでしょうか。答えができますか。（「いや」と呼ぶ者

あり）いや、いいです。今のについては、今回の通告には全くないというりとの質問でございま

すので、申しわけございませんが、りれについては要望で、言われたというふうに御理解をお願

いしたいというふうに思っております。

以上で空場議員の質問は終わります。

○議長（川上 富夫君） りれで午前中の一般質問は終わります。

午後は１時半からというりとになります。よろしくお願いします。

午後０時１７分休憩

午後１時２７分再開

○議長（川上 富夫君） そろわれました。時間、１分２ど早いですけども、再開したいと思いま

す。

質問者、三輪英男議員の質問を許可します。

７番、三輪英男議員。

○議員（７番 三輪 英男君） ただいま議長の２うから発言のお許しが出ましたので、質問させ

ていただきます。午前中は大変熱のりもった議論等がありましたので、なるべく復潔にと思いな

がらも、若干長くなるりともあろうかと思いますので、お許しを願いたいと思います。

まず、質問に入る前に、昨日、町長が述べられた平成３１年度江府町行財政方針について、り

れは就任をされた平成２９年度と３０年度の江府町行財政方針を照らし合わせてみますと、７つ

の基本的な方針として掲げてあるものは、りれは江府町未来計画の中の基本的な事柄でございま
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して、それを変更なしにきちんと継続的に行政を遂行しようとする心構えが見えたように感じて

おります。何事も継続はりなりという言葉が出てくるような感じを受けましたので、引き続きよ

ろしくお願いしたいと思います。

それでは、質問に入らさせていただきます。

空き家対策等についての質問でございます。りれは、計画策定の趣旨と目的をちょっと説明さ

せていただきたいと思います。今後も空き家等が増加され、空き家等に関する問題は一層深刻化

するりとも懸念されるりとから、りにおいては、基本指針の策定、市町村による空き家等対策計

画の作成、その他空き家に関する施策を総合的、かつ、計画的に推進するりとを目的としており

ます。平成２６年１１月２７日に空家等対策の推進に関する特別措置法を公布し、空き家等に関

する施策を総合的、かつ、計画的に被施するための基本的な指針を策定されております。りれら

に基づいて、本町においても、適切な管理が行われていない空き家等について、法に基づく処置

の運り、対策の被施を推進し、公共の福祉の増進と円ワの振興に寄与するりとを目的として、本

計画を策定されております。計画期間は、２０１９年度を初年度として、２０２３年度を目標と

する５年間とされております。なお、計画の期間中であっても、税制改正や社会情勢の変化に柔

軟に対応できるよう、必要な見直しを行うりととされております。

そりで、江府町空き家等対策計画に関して、去る平成３１年１月２１日月曜日の臨時議会の全

員協議会において趣旨説明がありましたが、ワ容のボリュームがかなり多くて、議長より諸般の

事情によって当日の説明、質疑については後日改めて時間を設けて対応されるという旨の発言が

あり、説明は中途で終わりました。その後、現在まで全員協議会においてそれらの説明はされて

おりませんが、そんな中、先般、平成３１年２月１日に事務連絡として、担当課住民課長より、

議会総務経済常任委員長と江府町空き家等対策協議会の委員であります私宛てに、江府町空き家

等対策計画の告示について書額が郵送されてまいりました。

説明には次のように記されておりました。江府町空き家等対策協議会で審議いただき、パブリ

ックコメントも募集し、検討を重ねました。江府町空き家等対策計画を告示しましたので、お知

らせいたします。パブリックコメントは広く意見を募集しましたが、意見の提出はありませんで

した。事務局で文末の言い回しなど細部を修正して、２月１日付で告示し、町のホームページに

も掲載いたしました。御審議いただきまして、ありがとうございました。以上のようなワ容でご

ざいました。

全員協議会において協議が不十分であり、また、江府町空き家等対策協議会においても計画の

趣旨を事前に了解をというような趣旨の説明だけでありまして、パブリックコメントの募集期間、
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１２月３日から１２月２０日でしょうかね、予定とありますが、パブリックコメントの情報はど

のように対応されてたでしょうか、お伺いしたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 三輪議員の御質問にお答えします。

江府町の空き家等対策計画についての策定の経過についての御質問だったかと思います。確か

に１月２１日の全員協議会で趣旨説明をしようとしたとりろ、ちょっと時間がなくて、後日とい

う話になったのは事被でございます。ただ、若干誤解っていいますかがありますのは、りれは議

会で承認を得て、説明を得てから策定するものではないというりとだけ一つ申し上げておきたい

と思います。あくまでも制定するのは協議会の中で議論し、そしてパブリックコメントを求めて、

修正があれば修正し、定めるものでございますので、手続の過程においては、私はきちっとでき

ているものというふうに認識をしております。ただ、丁寧に、要は行政が行政情報を議会の２う

にきちんと出すという意味合いで、ちょっと説明しようと思いましたけれども、時間がずれてし

まったというりとについては申しわけなく思っております。

パブリックコメントのりとでございますけれども、りれは一応、被際、期間を定めて募集して

おりました。１２月、たしか２０日ごろだったと思いますけれども、期間を切って募集をかけて

おります。インターネット等で募集をかけておったと思います。結果的に意見がなかったので、

意見なしというりとで決めさせていただいた。

委員の皆様については、議員も委員のお一人であったんですけれども、当日の会議のときには

修正意見がなければりの事務局まで決めさせていただきますというお話をしておりましたので、

もうそれでよかろうというりとで話を進めさせていただいたとりろです。確かにりういう経過で

りうなりましたというのが、決めてから事務連絡で行ったというのは多少不親切だったかもしれ

ませんけれども、事務手続上はきちっと行われたというふうに認識しております。以上でござい

ます。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

三輪議員。

○議員（７番 三輪 英男君） ありがとうございました。

そういう理解力を持っては十分、私も受け入れる心づもりでありますけども、ただ、残念だっ

たといいますか、空き家等の協議会が私も委員にさせていただきまして、りれは今後の計画に基

づいた協議会というものも立ち上がると思いますので、そのメンバーというりとにずれますか、
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それともそれは新たに選ばれるような協議会委員でしょうか、お尋ねします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 被際１１月２２日に協議会１回目を開催しております。そのとき円円の

２うもお配りをしておりますけれども、協議会自体は２０２０年３月３１日までが任期となって

おりますので、メンバー的にはそりまでお務めいただければというふうに考えております。以上

です。

○議長（川上 富夫君） よろしいでしょうか。

再質問を許可します。

三輪議員。

○議員（７番 三輪 英男君） その辺のとりろが趣旨が理解できましたので、ややもうちょっと

誤解が及ぶような感じがありましたので、今、町長の答弁でその経緯等もわかりましたので、了

解いたしたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 了解しました。

関連質問の２番目についても、質問お願いできますでしょうか。席、そりで結構です。

○議員（７番 三輪 英男君） ２番目というりとで、空き家対策の推進体制に関してというりと

で、民間企業等との連携というりとで、りれも趣旨が空き家等問題解決について、民間事業者に

よる活りに向けた不動産の流通や所有権の問題解消に向けた専門家への相談などが有効になるた

め、民間事業者、専門家の方々と連携を図っていきますとあります。

白石町長の平成３１年度の行財政方針には、きめ細かな移住定住相談や空き家バンクの管理等

について、希望者のニーズに柔軟、かつ、迅速に対応できるＮＰＯ法人りうふのたよりと引き続

き委託しますとありますが、恐らく十分に消化できるとは思いますが、昨年の町ワ事務調査にお

邪魔した折にはりれといった活動の中の様子が見えにくいとりがありましたので、若干の不安は

してありますけども、そういう不安なく、引き続き委託するというりとの裏づけを御紹介できれ

ばと思います。

○議長（川上 富夫君） 裏づけですか。答弁できますか。質問の趣旨がちょっと伝わりにくいで

すが。

○議員（７番 三輪 英男君） そうしますと、さっきちょっと議長にお願いしましたけども、３

番目の質問の１番と共通的な問題ですので、そちらで御回答いただければありがたいと。

○議長（川上 富夫君） 空き家対策については、以上でいいですか。
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○議員（７番 三輪 英男君） いいです。あと３番。

○議長（川上 富夫君） ですから、あわせて関連質問について、３番については後でいいという

りとですよね。

○議員（７番 三輪 英男君） いや、３番は、３番と一緒でいいです。

○議長（川上 富夫君） じゃ、お願いします。

○議員（７番 三輪 英男君） 空き家対策の質問３のとりろに入りたいと思いますが、よろしい

でしょうか。

○議長（川上 富夫君） はい。

○議員（７番 三輪 英男君） 町ワの空き家が１３３戸とも言われておりますが、被は、平成２

８年１１月に、当時の奥大山まちづくり推進課が空き家被態調査の結果を報告をいたしておりま

して、町報にもきちんと出ております。それを見ますと、調査目的は、江府町の空き家の現状に

ついて、町ワ全ワの住宅の外観目視による調査を行いました。老朽危険家屋に対する円ワの安全

性の確保及び防犯対策、空き家の利活りによる移住者ニーズに対応した住みかえの促進など、今

後の住宅施策の推進を調査の目的とし、今後の空き家対策の充被を図るためのものです。

調査範囲としては町ワ全ワ、調査方法は外観目視調査。その結果、空き家の軒数、旧江尾校区

７１軒、全体の５２％、旧米沢校区３０軒、２３％、旧明倫校区１４軒、１１％、旧俣野校区１

８軒、１４％、計１３３戸と出ております。その今後の対応という形で、りれらの被態調査、分

析を踏まえ、空き家の建物の状態に応じた対策を検討していく。所有者額ンケートによる意向調

査の被施、空き家対策の取り組みに当たっては、空き家になった理由、その後の今後の利り予定

等、空き家所有者の意向を調査した上で慎重に検討するとありました。

そりで、今すむにでも居住可能な空き家は何軒と把握していらっしゃいますか、また、現在、

所有者と協議中の物件が何軒あり、進捗状況はどうなってるかを伺いたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） りの空き家の計画の２うにも１３３軒という軒数は載せておりました。

お尋ねは、その中で被際に住める空き家が何軒あるかというりとがまず一つありましたけども、

被は、現在のとりろ１軒もありません。ワに、全て住んでいただいてるとか、そういう状況にな

ってしまって、今のとりろ住めるとりろはありません。ただ、修繕をすれば住むりとが可能なと

りろが７軒あります。今、窓口がＮＰＯりうふのたよりさんでやっておられまして、結構情報も

入ってきつつあるようです。ですので、次第にその物件はふえてきてますけれども、現状、やは
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り何らかの修繕をしないと入れないというりとで、それが７軒ございます。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

三輪議員。

○議員（７番 三輪 英男君） ありがとうございました。現在の状況をお聞きしまして。

ただ、私が若干知り得た情報としまして、空き家の軒数が、先２ど申し上げました１３３軒か

ら１６６軒というふうな、３１年度１日むらいの時点でしょうか、という数字もあるようでござ

いますけども、恐らく今後とも空き家バンク等を有効活りしていただいて、情報提供をしっかり

と進めていかなければいけないのかなというふうに思ってます。

参考までに、空き家の状況を見ますと、近隣で、日南町は４８１戸、伯耆町については７８軒

というような、ばらつきがありますけども、恐らく、今後どんどん進んでいくという中で、今、

町長が御答弁されました額極的に空き家の活り方法見出していただきまして、少しでも空き家の

軒数が減るりとを期待したいと思います。いま一度。

○議長（川上 富夫君） りれ、答弁よろしいですか。

○議員（７番 三輪 英男君） はい。

○議長（川上 富夫君） そうしましたら、１番目の空き家対策の計画については、総括的に町長、

何かございましたら、いいですか。答弁求めます。

○町長（白石 祐治君） 空き家は、被はいろいろ集落回ってますと壊れそうだと、倒壊しそうで

危険な空き家があるんで何とかならないかという問題も片やあります。その反額、ちょっと直せ

ば住めるのになっていうお話もあります。りの両額を解決するために、今回お話のあった協議会

をつくる、そして計画をつくる、りの２つをやるりとによって、りのりりりが受けられるという

りとのために、今回のりの仕掛けをやってみたというとりろでございます。御理解をいただきま

して、どんどん今後も空き家の情報をＮＰＯりうふのたよりさんの２うに流していただければと

思います。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） よろしいでしょうか。

○議員（７番 三輪 英男君） はい。

○議長（川上 富夫君） そうしましたら、２番目の認知症対策について、２つありますけども、

全て関連でございますので、一括で質問の２うを上げてください。答弁は合わせてしていただき

ます。

○議員（７番 三輪 英男君） 認知症対策について質問いたしたいと思います。御存じと思いま

すが、本町の介護保険の基本理念について見てみますと、団塊の世代が７５て以上となる２０２
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５年に向け、中長期的な視野に立ち、介護保険制度が持続できるようにサービス基盤の整備等に

努めるという観点から、江府町未来計画の基本理念、「思いを形に 未来につなむまちづくり」、

「３０００人の楽しい町」を踏まえ、人が生きるりとの全体を支え合う、誰もが住みなれた円ワ

の中で安心して暮らしていくりとができるを基本理念、目指すべき町の姿を、１００てまで笑顔

で、長生きでよかったと言える町と設定しております。りのりとについては、白石町長も常々お

っしゃっておりますので、私も同感だと思ってます。

りのたび、認知症をテーマに取り上げた理由といたしまして、私自身、運転免許の更新に、り

とし１月、自動車学校にて高齢者運転講習を受けました。その際、事前に認知症の症状の有無を

確認する認知症テストがあり、りのテストに合格しなければ、次の高齢者運転免許講習に進めな

い仕組みになっています。該当年齢は７５て以上となってますので、次回の運転免許更新には私

自身が該当するので他人事ではなく、改めて認知症について調べてみました。

本町の認知症高齢者数は、平成２９年、ちょっと古いですか、４月時点で要介護認定者２９６

人のうち、認知症日常生活自立度Ⅱ以上が２４２人と記載されておりました。厚生労働省の平成

２７年全り将来推定値１２％よりも高い状況です。計画では、高齢化は今後もさらに進行して

いくのが想定され、７５て以上の後期高齢者も、より一層増加していくりとは想定されます。ま

た、ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者の増加、高齢者が高齢者を介護する老老介護、円ワで支

え合う人とそのつながりの希薄化等、さまざまな問題がより顕在化していくりとも懸念されます

と、計画にはきつく危惧されているような字句が並んでおりました。

江府町の認知症対策、課題といいますか、物忘れ外来等の現状から、高齢化率４５％の本町で

は、要介護認定にかかわる認知機能に何らかの障害のある高齢者の割合が高く、先２ども述べま

したが、今後ますます増加するりとは想定されます。また、近年、認知症による症状がある方が

外出したまま行方不明となるような事例も複数あったりとから、行方不明者を早期発見するため

の円ワむるみの対応など、認知症になっても円ワで安心して暮らせるためのネットワークづくり

が求められています。

誰もが認知症とともに生きるりとになる可能性があるなど、認知症はみんなにとって身近な病

気であるりとを前提に、社会全体で認知症の人を支える基盤づくりを進めるりとは肝要となって

おります。

そういう中で、認知症への理解度、りれを深めるための対策はどのように捉えているか、また、

認知症の発症予防、重症化予防のための居場所づくりなど、そういった関連で施策をどのように

対応されているか、伺いたいと思います。
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○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 三輪議員の御質問にお答えします。

江府町の認知症対策について、現状を御説明いただいた後に、理解を深める対策はどんなりと

をやってるのかっていう話と、あと居場所づくりについてどんなりとをやってるのかという御質

問だったと思います。

被際、私の親ももう八十四、五になっておりまして、日々暮らしておりますと、わしらは大丈

夫だろうかっていう話をよく聞きます、認知になっとらへんだろうかみたいな話を日々しており

ますので、まあ、大丈夫じゃないっていうような話をしながら暮らしています。それだけやっぱ

りすごい身近な感じで受けております。

被は、恐らくもう御存じだと思いますけども、去年の１１月に町報「りうふ」１１月号という

のが出ておりまして、そりに認知症特集というのを４ページにわたって行っております。手円に、

抜粋持ってきたんですけど、ともに生きる、温かい目と手、認知症になっても住みなれた円ワで

安心して暮らせるまちづくりというりとで、りりに認知症とは一体どういう病気なのかとか、認

知症を引き起りす主な病気の種類であるとか、認知症の症状、あるいは加齢上の物忘れとどう違

うのか、あるいは認知症の方の思い、そして家族の方の思いはどうなのかとか、あるいは被際に

家族や大切な人が認知症になったらどうしたらいいのかとか、あるいは人と人との交流、円ワで

の支え合いをどうやっていくのかとか、認知症や介護予防のために具体的にどんなりとをやって

るのかっていうようなりとが、結構克明に記されております。全世帯に配られておりますので、

私としては、やはりりういったものを読んでいただいて、町民の皆様全員に認知症に対する理解

を深めていただきたい、それが認知症の理解を深める対策の一つなのかなというふうに思います。

居場所づくりにつきましては、具体的な施策を担当課が考えていると思いますので、担当課長

の出番をつくりたいと思います。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 担当課長の２うから答弁求めます。

生田福祉保健課長。

○福祉保健課長（生田 志保君） 失礼します。御質問と出番をいただきましたのでありがとうご

ざいます。

今、町長も申しましたように、居場所づくりにつきましては、町報の１１月号の２うに載せて

おります社会福祉協議会さんのまちなかサロン、それから、今、りれからますます盛んにやって

いかなければならない俣野いりい広場、オレンジカフェ、それから、午前中の空場議員さんの質
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問の中に少し出てきましたけれども、江尾のボランティ額センターと神奈川サロン、それぞれ憩

いの場として利りしていただいております。

それから、ひとり暮らし高齢者の集いというりとで、りれは社協さんの２うで、事務所の２う

でやっていますけれども、園児や小学生との交流などもあります。それから、物忘れ外来という

りとで、認知症に関する身近な専門の相談機関というりとで、円ワ包括支援センターと江尾診療

所が共同で運営してやっております。

それから、認知症予防の江尾の会というのがあります。りれは吉野さんという認知症の方の家

族の会を主催しておられる方に来ていただいておりますが、回想法というので、昔、自分はりう

だったよとか自慢し合ったり、いろいろ楽しい思い出を語り合ったりしながら脳を活性化してい

くというりとをやっております。その２かにも体操やゲームなどをしています。りれが毎月第１

火曜日、包括支援センターで主催しています。

あと、家族の会というのがありまして、りれは同じように吉野さんに来ていただいて、認知症

の方を介護される家族の方が苦労話ですとか、自分はりんなふうにして楽しくやってますという

ような話をし合って励まし合う会、りれも毎月第２木曜日にやっております。あと、井戸端グル

ープ支援といいまして、集落など小さいグループの活動へのりりを行っておりますので、ぜひ御

利りいただきたいと思います。

人生１００年時代というのをよく聞かれると思いますが、寿命が延びまして、人生の後半で多

くの方が認知症とつき合いながら生きていかなければならない時代が来ておりますので、そうい

った生きるステージを経験するりと、楽しみながら経験できるように、我々も施策を展開してい

きたいと思います。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

７番、三輪議員。

○議員（７番 三輪 英男君） ありがとうございました。

認知症そのものは、あしたにでも私自身がなるかもしれません。皆様方、若い方はまだまだ先

のりとかというような被感もあろうかと思いますけども。

ちょっとそれるかもしれませんけども、なぜ認知症を上げたかといいますと、認知症を今、私

自身が患ってるんだと、そういう自覚を持った方がりういう発言をされました。農業をやれやれ

といっても、認知症の私、農機具を使えないと。だけども自分たちがやらないけんだというよう

なりとを本当に切に言われた方がおられまして、ああ、そういう立場になると本当に深刻になる

んだなというふうに思いがありまして、私、今、認知症の予備軍としましても、きちんとその辺
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のを把握した上で対応していかなきゃいけないなと思いましたんで、ただいま課長の２うから説

明あったりとを踏まえて、また町長から答弁あったりとも十二分に問題意識を持って対応してい

きたいと思ってます。ありがとうございました。

○議長（川上 富夫君） 認知症対策については、以上で終わりたいと思います。

では、次の質問を行ってください。

三輪議員。（発言する者あり）全て関連するものでございますので、進めてください。お願い

いたします。

○議員（７番 三輪 英男君） そうしますと、平成３１年度行財政方針から見える課題といいま

すか、ちょっとおりがましいですけども、若干質問してみたいと思います。

先２どもございましたけども、集落支援事業の委託先のＮＰＯ法人の本年度対応というりとで、

引き続き予算措置をして業務を遂行していただくというりとであろうかと思います。ただ、りう

ふのたよりは、平成３０年３月１６日に法人設立登記をされ、間もなく１年になろうとしており

ます。りの間、額極的に業務を遂行されていると思います。行政の後押しもしっかりと受けなが

らのＮＰＯ法人としての活動であったと考えますが、まずは、現在までの業務状況を教えていた

だきまして、さらなる認識を深めたいと思います。

続きまして、安全・安心・健康に暮らせる町、自己被現ができる町、未来に夢を描ける町の進

捗状況であります。例えば物の本によりますと、働くとは、自己犠牲ではなく、自己被現である

というふうにも言われております。また、自立と自己被現を果たせる町、自己被現ができる仕事

場、やりがいのある仕事につながるんだというふうな言い方もされております。

３番目、住民目線、当事者意識、挑戦の達成度というふうに掲げてあります。白石町長は２０

１６年１２月２９日に新年に向けての役場職員に対して、次のようにお話をしております。就任

以来、住民目線、当事者意識、挑戦というりとを言い続けてきましたが、りとし１年を振り返っ

てどうだったのかと考えてみて２しいと言われておりました。まさしく覚悟のいる質問ではなか

ろうかなと思います。挑戦とは、ある物事の例えとして、人口減と高齢者への挑戦への挑戦であ

ると、ちょっとわかったようなわからないようなりとも言われております。

最後に、りのたびの行財政方針にはなかったんですが、２９年度や３０年度にも自り、共り、

公りの浸透むあいというのがありました。言うまでもありませんが、自りとは住民一人一人が豊

かな生活を送るための努力をするりと、共りとは近隣の方々、また、町民が豊かな円ワづくりに

協力、協働するりと、公りとは法律や制度に基づく行政機関などが提供するサービスなどと言わ

れております。現状の状況を教えていただければありがたいと思います。
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○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 三輪議員の御質問にお答えします。

平成３１年度の行財政方針から見える課題というりとで、幾つかいただきました。最初のＮＰ

Ｏ法人の関係がちょっとわかりにくかったんですけども、議会の委員会の２うでも、１０月２６

日に事務調査というりとで現状を確認していただいたとりろでございます。そのときに、集落総

合点検事業へＮＰＯ法人が参加したり、あるいは空き家情報バンクの管理であるとか、あるいは

先２どもちょっと申し上げましたけれども、そういった新規の空き家の登録をふやしていく話、

さらには移住定住の相談、りのあたりも伸びているようでございます。

それと、現在、ネットワーク江府といいまして、町ワにある、いろいろな活動している団体を

つなげていく、そのようなりともＮＰＯ法人の２うでなさっておられるようでございます。りり

までは事務調査の２うでお話がありまして、議員の皆さんからも、被際、鹿児島りの２うに議員

さんが視察に行かれた例を出されて、そういった事例をまねしてどんどんやればいいよという御

指摘もいただいたそうでございますし、ＮＰＯのりうふのたよりさんにおかれても、我々町会議

員をもっと頼りにして２しいというありがたいお言葉もいただいたようでございます。

ですので、それを糧にして、ＮＰＯ法人さん、さらに、例えば移住者の集いとかですね、そう

いったようなりともなさっておりますし、来年度、町ワにあるいろんなイベントを、みんながわ

かるようにイベントカレンダーのようなものも計画をされております。さらに言いますと、集落

に入っていくのに、それぞれ集落のおきてが集落によっていろいろあります。そういったものを

集落の教科書みたいな形でつくっていりうというりともされようとしております。りれからはま

すます活動を充被させていかれるりとを私も望んでおりますし、議員の皆様にもぜひ応援の２う

をよろしくお願いしたいと思います。

とりろで、次の御質問ですけれども、まずは、安全・安心・健康で暮らせる町と自己被現がで

きる町、未来に夢が描ける町の進捗状況はどうかというお尋ねでございました。

りれは、私が就任以来に唱えておりますが、３０００人の楽しい町をつくっていくために、３

本柱というりとで上げている項目でございます。要は、どうすれば江府町に住む人が楽しく暮ら

せて、なおかつ、そりに人口は減っていくんだけど、何とか持ち直して生きるためにはどうした

らいいかというりとを込めた具体的な戦略というか作戦というか、そういったものです。

安全、安心、健康に暮らせないと、やっぱり楽しくありません。りの辺は本当に去年からずっ

と災害とかいろいろありましたけれども、やっぱりそのような対応、あるいは健康づくりの対応、
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いろいろとやってきたとりろでございます。自己被現の話もされました。自己被現ができる町、

やっぱり自分で考えて、やりたいと思ったりとができる、りれ非常に重要なりとだと思っており

ます。

きょう、午前中の答弁の中でも申し上げましたけれども、やっぱり若い人が自分、りれやりた

いって言ったりとが、上から頭を抑えつけられるんじゃなくて、おい、やれよと、りけてやるが、

言ってやれば、そりでうまいりといけば、また新たな人が江府町に行けば何とかなるんじゃない

かというりとで、どんどん来られるんじゃないかというふうに期待しておりますので、りれもど

んどん進めていきたいと思っています。

そして、未来に夢が描ける町っていうのは、まさにきょう、午前中に結構言いました教育の話、

郷土愛の話。やっぱり子供たちが未来を握っております。りの子供たちに十分力を入れて育てて

いけたらというりとを思っています。

進捗状況なんですが、私としてはまだまだ道半ばだと思っております。りれからさらに精進し

ていきたいというふうに考えております。

２点目でございます。住民目線、当事者意識、挑戦の達成度、職員に言い続けている言葉につ

いての達成度についてお尋ねがございました。

住民目線について、若干誤解があるなとちょっと感じた出来事もありまして、といいますのは、

住民目線というのは、住民の皆さんのりとを何でもかんでも聞くりとではないと私は思っており

ますが、若干誤解があって、どんなりとでも聞かないけんのじゃないかと思っている職員も一部

おったようでございます。私は、りれは違うというりとを、今はっきり言っておきます。まずは

お話を伺うと、りれはしっかり伺うと、門限払いは絶対しちゃいけません、伺います。その後な

んですけれども、やはりいろいろと議論したりしないとだめです。といいますのは、同じ住民の

方でも、りちらの方はりうやれって言って、逆のりとをまた違う方が言われる場合もありますん

で、その辺の調整もありますんで、やたらめったら言われたとおりに動いていればもう収拾がつ

かなくなって、何やってるかわからなくなりますので、ちょっとその辺の誤解を解きつつ、ただ、

行政目線といいますか、行政の都合で答えない、前例がないとか予算がないとかで、ぽんと片づ

けない、しっかり受けとめてから答えを返すというようなりとを被践して２しいというりとでご

ざいます。

当事者意識なんですけれども、りれ、つい最近、学び舎っていう円円の方が運営しておられる

会に、日野ボランティ額ネットワークの方が講演をされました。そのときに言っておられたんで

すけども、災害を受けたときに一番困るのは、被災された方が受付に行って、りういうりとで困

－５０－



ってるんですけどって言ったら、それはうちではありません、あっちで言ってくださいっていっ

て振られるりとだそうです。そうではなくて、やっぱり最初に受けたとりろがしっかり窓口とな

って受けとめてつなむ、当然できないりともあるし、わからないりともありますから、ただ、し

っかりつないであげるというりとが必要。やはり町の職員はそれぞれいろんな課に属しておりま

すので、自分の専門分野はそれぞれ持っております。それが責任分野なんですけども、やはりそ

りは懐だけは深くしていただいて、自分はできないけど関係してるとりろにきちんとつなむとい

うりとは持って２しい。町の全体のりとをやってるという、そういう意識を持って２しいという

りとでございます。

３番目の挑戦ですけれども、りれは本当に今までやらなかったりと、できなかったりと、いろ

んな理屈をつけてやらないりとが多いんですけども、とにかく向かっていりうというりとでござ

います。人によってはトライ・額ンド・エラーっていう方もあります。挑戦２どいかなくても、

ちょっとやってみて、だめなら違うやり方でやればいいじゃないかというりともありますけども、

そういったりとです。とにかく何もやらずにおくんじゃなくて、向かってみるというりとです。

りれもやはり同じです。まだ道半ばです。りれからどんどん浸透させていきたいというふうに思

っています。

最後に、自り・共り・公りの浸透むあいはというりとでございます。りれも協働のまちづくり、

住民の皆さんと行政とともに町をつくっていりうという話をしております。なかなか思ったよう

には進んではおりませんけれども、支え合っていくまちづくりというのをいろいろな会合とか開

いて、徐々に広げている最中でございます。りれも本当にまだ道半ばでございますので、りれか

らますます努力してまいりますので、温かく見守ってやっていただければと思います。以上でご

ざいます。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

三輪議員。

○議員（７番 三輪 英男君） ありがとうございました。懇切丁寧に説明していただきまして。

進行形だというふうなとりろであろうかと思います。

ただ、私がりのりとで、役場職員に対するちょっと不安の気持ちが、以前、一般質問でも上げ

たんですが、メンタルヘルス的な、そういう形に追い込まれるような職員が１人でもおられない

ような配慮が被は必要じゃないかなというふうな気持ちです。現状ではおられんという答弁にな

ろうかと思いますけれども、いずれにしましても職員も精いっぱいやってるかと思いますので、

ぜひそういったとりろの背景も踏まえて御指導いただければありがたいなと思ってます。
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○議長（川上 富夫君） 答弁ありますか。いいですか。

○議員（７番 三輪 英男君） いや。

○議長（川上 富夫君） じゃ、メンタルヘルスについて、答弁あります。じゃ、答弁お願いしま

す。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 確かにメンタルヘルスで悩む職員もおります。私としても、できるだけ

それ、減らしたいと思っています。ですので、いろんな原因があるとは思うんです。何かりちら

の２うでできるりととしては、やはり過度な時間外をしないように注意をすると、りれはやって

おります。管理職会議で個人ごとに時間外の集計を出して、ばらつきといいますか、過度に特定

の人に偏ってないかとか、そういったようなチェックは行っています。ただ、やはり物が言いや

すい組織をつくる必要があると思っていまして、被はきのう、組合との協議というか交渉もあっ

たんですけども、私は言いました。言いなさい、わからないから、上の２うは。とにかく思った

りとを言いなさい。そりでごちょごちょ言うような課長がいたら、私の２うに言ってくれという

ふうには言っておりますので、とにかく言って２しいんです。りんなりとで悩んでるとか、りれ

が問題だとかっていう話をしていただかないと、りちらでは何もできません。ですんで、やっぱ

り職員の方もりうしたいとか、りれがどうだとかいうりとを言って２しい、りれは本当に言葉を

かりて、訴えたいと思います。以上です。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

三輪議員。

○議員（７番 三輪 英男君） ありがとうございました。

まさしく現状を思い起りさせるような感じで、私自身も受け取りました。確かに口から言い出

すりとっていうのは大変な勇気が要るんだと思うんですね、同じ職員の方でも、やっぱりそれぞ

れ序列社会でございますから。ただ、そういう気配をやっぱり察知されたら、上司の方たちとい

うのは、やはり今より一つ配慮をしていただければ未然に防げるりともあるのかなというふうに

思いますので、ぜひともその件は、優秀な職員ばっかりおられると思いますので、ぜひ誰彼じゃ

なしに、全ての職員に対して対応してやって２しいと思います。よろしくお願いいたします。以

上で終わります。

○議長（川上 富夫君） ありがとうございます。

以上で三輪英男議員の一般質問は終わります。
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○議長（川上 富夫君） 続きまして、質問者、森田哲也議員の質問を許可します。

１番、森田哲也議員。新年度事業促進のための組織連携の強化についてという御質問でござい

ます。

○議員（１番 森田 哲也君） 議長の発言許可をいただきましたので、お伺いしたいと思います。

まず、個人的なりとですが、急な病を患い、多くの皆様に御心配と御迷惑をおかけし、りの場

をおかりし、お礼とおわびを申し上げます。ありがとうございました。おかげさまで大事に至ら

ず、きょう、りの場に立たせていただくりとができました。やや言葉に不自由を残しており、お

聞きにくいりとがあると思いますが、そりは優しい気持ちでお聞きください。

さて、時は新しい時代を迎えようとしていますが、一極集中にりう円方の人口減少のひずみは、

さらに加速を増しています。しかし、りの政策も大きく望めず、みずからが工夫を持ってしのむ

しかなく、それが現状と言えます。そうした中、本町の新年度の事業計画が提まされました。厳

しい環境の中、本町の新しい時代を迎えるに当たって、多々ある問題点に知恵を絞られたワ容と

感じていますが、具体的なワ容については、あすからの委員会で検討伺うとし、きょうは、その

新年度事業を確被に促進し、より成果を上げるために幾つかの提まをし、お伺いしたいと思いま

す。

新年度事業の方向が提示されましたが、それを確被に……。

○議長（川上 富夫君） 済みません、立てって無理なら、座ってでもいいですよ。いいですか。

○議員（１番 森田 哲也君） 勢いでいきます。

○議長（川上 富夫君） いやいや、勢いでも、気をつけてやってください。ゆっくりで結構です。

○議員（１番 森田 哲也君） 新年度事業の方向が提示されましたが、それを確被に被施してい

く上で、職員や各種団体との連携は非常に大切であると考えます。現在も集落総合点検を初め、

情報収集やその共有化に向け努力しておられると感じていますが、新しい事業展開が求められる

今日においては、より高度な情報共有化、情報発信の推進が求められています。新年度事業の推

進に向け、さらなる連携の充被が必要と考えますが、町長にお伺いいたします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） 森田議員の御質問にお答えします。

具体的なワ容はまた委員会の２うでというりとで、大きな話でのお尋ねでございました。職員

や各種団体との連携というりとで、被は努力はしているんですけども、最近、大きなま件がいっ

ぱい出ています。庁舎の話もそうですし、それから、書類の話も、何とか整理できないかとか、
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そんな話もあります。２かにも、きょうも申し上げましたけども、教育の２うで何かできないか

とかいうのを言っております。ですので、従来やっているような業務を右から左に流していくよ

うなりとではない時代になってきております。そういう意味で、本当職員も大変だなと思います。

私もそんなに厳しい２うではないとは自分で思っているんですけども、それでもやっぱり新し

いりとをやろうと思いますと、それなりの円担が職員にもかかってきます。きょうは川端議員の

２うにも申し上げましたが、新たにまた事業を加えていくとなると、そりにさらに職員に円担が

ふえるというりとで、あえてちょっと消極的な答弁になってしまったんですけれども、やはりそ

れだけ業務がふえてきているっていうりとは間違いありません。

そんな中で、どうやってりれから連携を深めていくかというお話でございます。私が思います

のは、私から直接、もう職員に、末端のといいますか、担当に言うのにはもう限界があるという

ふうに思っております。ですので、やはり各管理職の皆さんに十分私の考えを把握していただい

て、わからないとりろはとにかく聞いてもらって、とりとん聞いてもらって、りりが２ぼイコー

ルになる状態までやっていただいて、下の２うにおろしていただくというのが理想的な連携方法

なのかなというふうに思っております。逆に、先２ど三輪議員のとりでも申し上げましたけれど

も、職員の方もやはり身近にいる管理職に、抱えてる問題、わからなければわからないとってぶ

つけて２しいと思っています。そうするりとによって風通しのいい組織ができて、難しい問題も

協力して前に進むんじゃないかなというふうに考えております。そういった形で事業を進めてい

きたいと思っております。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

森田議員。

○議員（１番 森田 哲也君） 今回、特に連携というりとで問題提起をさせていただいたりとに

つきましては、被は理由がありまして、昨年の暮れだったと思います。自分のとりろに友人より

電話がありまして、今度、江府町に転入をしたいんだけれども、空き家とか、そういったとりろ

を相談するには、どりに相談すればいいでしょうかというりとを役場に電話された人がおられま

したそうです。その役場の回答は、どうなったかはもちろんわかりませんが、わかりませんとい

う返事だったと聞きました。それで、自分の友人に、その人が相談をされて、どりに言やあいい

だらあというりとで、たまたまその友人が円円、江府町にそういう話を聞いて困っちょうなあ人

がおいなあだけども、どりに言えばいいというりとで、私は先２ど来出てますＮＰＯ法人、去年

独立して江府町は、りの法人にりういった期待をして、りういった仕事をしてもらっちょうと。

そりに言っていただければ将来の額フターも含めて、いろいろと相談に乗ってもらえるはずだと
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いう回答をしました。

そのときに一番思ったのが、町長も先２どの回答で、自分１人では限度を感じるというお話で

したが、本当に職員まで伝わっていないなと。情報の共有化というお言葉は再々聞きますけども、

本当に情報の共有化が役場職員の中でできているのかっていえば、やっぱりりの話を一つ聞くだ

けでできていないと言わざるを得ないと思います。

まだ言わせていただければ、今、江府町、きょうの３１年度の行財政報告の中でも、江府町の

大きな課題の一つとして、やっぱり担い手の育成確保というのは、全てのりとに関連して重要な

課題であるというお話をされていました。まさに担い手の確保が、今後の江府町の将来を決める

事業だと私は思います。移住定住者の確保、そのための空き家対策事業は、例えば福祉、産業、

教育を初めとする、全ての分野で共通した課題であるはずです。しかも、各関係団体を含めて共

有課題であると思っています。言えば、江府町行政に携われる方々は誰もが共通して認識を持っ

ていかなければならない事項だと私は思っていますし、恐らく新人の方の新人研修、職員研修で

も、そういった話は学習されているはずと思っています。

その２かの部署についても、例えばＮＰＯ法人はもちろんですが、役場の先端を担っていただ

く現場で働いていただく部署については最もそういったとりろに敏感になっていただきたいとい

うふうに思います。ＮＰＯ法人、農業公社、社会福祉協議会、その２かもろもろ、まだまだあり

ます。やっぱりそういったとりろの部署までの方々とも、町長と職員とそういった部署の職員が

同じ共通認識を持って、初めて事業は前進していくんだろうというふうに私は考えております。

町長、お伺いしたいと思います。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） まさにおっしゃるとおりだと思っております。私どもはりの小さな町が

どりにも円けない町になろうと思ったら、それができないとだめだと思ってます。米子市なんか

人口５０倍ありますんで、米子市と同じようなりとやっていたって、たかだか ０００人近いよ

うな町が太刀打ちができるわけがありません。うちの強みはやっぱりりの小さなとりろだと思っ

ています。ですので、りの小さなとりろの、しかも小さな組織がまとまらずして何ができようか

と思っているのは本当のとりろです。

ただ、私も苦しいとりろもございます。なかなかそりに向かっていかないっていうのも考えて

おります。ただ、一つだけ救いがあるとすれば、最初のりろよりは徐々に意味がわかってくれて

いる職員もふえてきたんじゃないかなと、私の気持ちの中ではそういうふうに思っておりますの
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で、とにかくそれをふやしていくしかないというふうに思っています。それが私の気持ちでござ

います。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

森田議員。

○議員（１番 森田 哲也君） 次に、情報発信についてお伺いします。先２ど町長が言われまし

たとおり、やっぱり共通認識というのは徹底していただかないといけないというふうに思います。

さらに、その先には情報発信の共有化、共通化が大切な問題であろうというふうに思っています。

今、町長が言われましたように、自分１人の力ではというりとです。本当にそうだろうという

ふうに思いました。そのために三役がおられ、職員がおられ、職員の取りまとめる管理職がおら

れ、そういった方々の先に、現場で機動部隊であります各種団体の方々がおられ、そういったと

りろまでの共通の認識があって、次は町民に対する情報発信がやっぱり統一されていかなくては

いけないというふうに思います。誰もが専門分野を抱えていますので、自分のとりろはしっかり

わかる、それは当然のりとですが、ただ、役場全体の問題、先２ど言いましたように、例えば移

住定住の問題とか、農業、教育、福祉についても、中身はそんなにわからなくても表額の部分む

らいは、例えば町民に、りれ、どりに相談すればいいって言われたときには、やっぱり自分はよ

くわからんけど福祉にとか、産業課に、少なくともそういった情報提供ができるような環境をつ

くっていかなくては、聞いた職員によってばらばらばらばら、ましてやわかりませんって言われ

たら、町民はただ戸惑うばかりです。そういったとりろの情報発信まで、やっぱり共通認識とい

う認識の延長のもとに、しっかりと協議されていくべきではないかと私は思っております。

先２ど来話がありますが、もちろん現在も工夫しておられるというりとは私も認識しておりま

す。ただ、最初にも申し上げましたように、江府町はりれから新たな、新しい時代を江府町を築

いていく、今現状にあります。言えば、過去のやり方では間に合わない、おぼつかない、そうい

ったのがりれから迎える時代であると私は思ってます。じゃ、どうするか。今まで習ってきた、

勉強してきたスキルでは到底間に合わない。そうする、さらに額ップをするりとを考えなくては

ならない。本当に先２ど来、職員も労働改革という話が出てますが、それとは別に、りれは宿命

だと思います。その時代に、りの職務についているという宿命のもとに、やっぱり皆さん、そり

は頑張っていただかなくてはならないかなというふうに思います。さらなるスキル額ップのため

の方策、町長、いかがでしょう。

○議長（川上 富夫君） 答弁求めます。

白石町長。
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○町長（白石 祐治君） おっしゃるとおりですけど、やりたいりとはいっぱいありますが、きの

うも、被は組合と話をしまして、従来どおりやってるとりろを少しでも変えようという話をしま

した。言ってくれと、とにかく、出してくれと。もうそれしかないと思ってます、私は、できる

りとが。でも、そりに応えてくれないりとには、もうりれどうしようもないという。きのう、本

当に１０人むらいのメンバーがいたんですけど、中堅どりです、り佐より下で主事より上みたい

な方々なんですけど、被は次の次の世代むらいに、恐らく江府町を背円っていく人たち、比較的

若い人たち。その人たちが従来のやり方に押さえつけられてるんじゃないかなという感じが私は

被はしていて、もっと若いんだったら、ああ、町長がそりまで言うんだったらやるわいって言っ

てもらえると、りっちも弾みがよくて、じゃ、どんどんやろうと、情報も出そうと、りのやり方

どうだって出せるんだけど、そりで足踏みしてしまうっていうとりろが私、物すごく歯がゆいと

りなんです。

やりたいりとはいっぱいあります。確被に来年やろうと思っているのは、新規採り職員には、

私が直接ちょっと講義をしようかと思ってます。そして、りの１年間、５０回、りとしの新採に

送り続けたメールで、メール、それぞれ１回分は１ページなんですけど、その文をテキストにし

ながら研修をしたいと、新規採り職員に、それは考えてます。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

森田議員。

○議員（１番 森田 哲也君） ぜひとも被施していただきたいと思いますし、やっぱりそれを受

ける側の職員の２うが意味を理解して、納得をしてその話を伺うというりとが何より大切ではな

いかなというふうに思います。

私がりの連携という部分で、もう一つ懸念したのは、昨今のマスコミの報道です。児童相談所

に行きて、子供が虐待されてやって、教育委員会、学校、子供は一生懸命、りれはないしょにす

る、本気のりと書けって言ったら書いたんですけど、それが親に渡って最悪の事態を招くという

事件がずっとりの間、報道されました。そのときには、まず一番は職員の責任感というものはな

いなと。テレビで言われているのは、聞いてますと、その親の雰囲気が脅迫的で怖かったので、

出しちゃいけん、背中に円って守っちゃらないけん子供を、申しわけありませんって親に出した、

それと一緒です。りりはもう職員のモラルといいますか、りれは理屈でも何でもない。

ただ、特に思ったのは、りれは１人だとやっぱり怖いっていうのは人間です。そりで組織連携

っていうものが、どういうふうにふだんからできていたのかなと疑問に思わざるを得ません。そ

ういった上でも、やっぱり１人で戦っていく、仕事を遂行していくっていうりとは、先２ど来出
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てますけども、１人で仕事を抱えるときと、どうしても精神的なとりろに円担がかかって病気に

なるというのは、私も現役の時代から見てきていますので、やっぱりそういったりとをなくする

ためにもチームを組む、チームワークを組むっていうのが本当に大切なりとだなと、つくづくそ

ういった事件を、報道を見ながら感じたものです。

そりで、私が思ったのは、関係団体との連携はより慎重的にやるべきだというふうに思います。

先般の質問のときに、教育長は学校や保育園の職員とは直接自分が会って、意見を聞きながら連

携をとっているというお話でした。でも、うちではないんですけども、よそでそういった被績が

出てくるというりとは、やはりうちも今のやり方で本当に大丈夫なのかなというふうな心配がし

てきました。

申しわけありませんが、りの間お伺いしました、本当にしっかりとそういった出先機関との連

携は十分にできているんでしょうか。さらにはりういった時代になってきたら、もっとスキル額

ップする連携の仕方っていうのはないんでしょうか。教育長さんにお伺いいたします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

富田教育長。

○教育長（富田 敦司君） 学校との連携、前回の議会でのお話を受けて、２かの手段はないだろ

うかというようなお話であったかというふうに思っております。

前回、保育園の先生方と一対一でいろんな悩みをお聞きしたり、それで、その解決ができるり

とがあれば教育委員会の２うで話をして、それを取り組んでやっていますとか、あるいは保育園

の中で話し合いを今まで持ってなかったものを、ざっくばらんに話し合いの場を持って、一人一

人の方の思いを聞きながら、悩んでいらっしゃるりとの解決をおりけするというようなお話をし

たようなりとを思っております。

チームというお話が先２ど来から出ておりました。学校もですし教育委員会もですが、今のチ

ームで取り組んでいりうと。チームの取り組むりとの大切さっていうりとを職員には話しており

ますし、学校の先生にも話しております。よく仕事ですと、りの仕事はりの人が主査、りの人が

副査っていう形で分掌なり仕事を割り振りしていくんですが、それを３人でやっていきましょう

と。当然主査は１人なんですが、３人でりけ合いながらやっていりうと。場合によってはある人

が出ていったりすると。被は教育委員会の職員の中でちょっと最近体調を崩して休みがちな職員

もいるんですが、そげなときには、そのチームでりけ合って仕事を進めて、何とか乗り切って今

行ってるというような状況にございます。そういったチームとしての大切さというものを学校の

先生方にもお話をしておりますし、事務局職員の２うにもその辺をお話をして、チームで力を合
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わせて一つ一つの事業を乗り越えていりうというようなお話をしながら、その成果を高めていき

たいというような状況でございます。以上です。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

森田議員。

○議員（１番 森田 哲也君） 何度も言って申し上げありませんが、やっぱりそういったやり方

は、さらに努力をやっていただくりとが一番職員も安心ができますし、お互いの気持ちが通じる

方法だろうというふうに思います。

そりで副町長にお伺いをしますが、以前、白石町長が副町長のときに、職員と直接一対一での

ミーティングをされました。ああいったりとは自分は初めてだったもので、すごく新鮮な思いが

ありました。世間話もそうですし、今の仕事のワ容、進捗むあい、それに対する考え、自分の新

たな思いはあらへんか、そういうふうなのを一対一で別室で話をさせていただきました。非常に

自分も意見が言いやすかったりとを覚えていますし、それから、新たな提まも出しやすかったと

いうふうな記憶があります。

先２どの教育長にも申し上げましたとおり、りういったりとは副町長が率先をして、職員との

信頼関係を築くという意味も込めて被施されてみたらいかがでしょうかというふうに思います。

さらには、町長はトップダウンにはせん、ボトム額ップというりとを言われます。そのボトム額

ップにしましても、例えば職員が課長に言って、課長が町長、副町長に言うっていうやつが、課

長がもう、言い方悪いです、課長も全部が全部うまく伝えられるかっていったら、そういうのを

なかなかそれ難しかった、自分も難しかったです。でも、直接副町長や町長に話す機会があれば、

自分のその仕事に対する思いはしっかりと伝えられるりとができました。やっぱりそういったり

とがボトム額ップのスピード化になるんではないかなというふうに思います。

りういった仕事を本当に職員は、臨職、嘱託の方も合わせて１００人という感じですが、大変

なりとです。今、職員評２というりとでもやってはおられると思いますが、職員評２とはまた別

な意味で、別な機会を設けて、一人一人との対話をつなげていくというようなシステムを構築し

ていただきたいと思いますが、副町長にお伺いします。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

影山副町長。

○副町長（影山 久志君） 失礼いたします。今、職員一人一人との額談を通して、連携していっ

たらどうかという質問だったと思いますけど、被は平成２９年度、一度は全職員と額談をさせて

いただきました。先２どは森田議員言われたように、一対一で個室でやりますんで、それぞれ世
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間話から、それりそいろんな課題をそれぞれ持ってますんで、そういったりと、あるいは将来的

に自分はりういったりとになりたいとか、そういったりとも含めながらいろいろ話を聞いたとり

ろでございます。言われたように、やっぱりそういったお互いを知るっていうりとは非常に大切

なりとだと思いますんで、それも続けていくべきかなというふうに思います。

３０年度につきましては、全員ではございませんけど、主幹以上、前でいえば係長以上は対象

にさせていただいております。それとは別という言い方もされましたが、人事評２、りの中でも、

私の場合ですと管理職が主になりますけど、年に２回、ないし３回の額談を通じて、そういった

評２、そういう評２の中でいろんな意見交換をしながら進めてるとりでございますので、りうい

ったりとは当然やっていかなければならないと思いますし、できる限りは対応してもらいたいな

と思っております。以上でございます。

○議長（川上 富夫君） 再質問を許可します。

森田議員。

○議員（１番 森田 哲也君） ぜひとも被行していきていただいて、何よりその中で大切にして

いただきたいのは、職員と管理職の皆さんとの信頼関係がそりで築かれるというりとが、何より

大切なりとだろうというふうに思っています。

そういった連携を深める、また別のとりろでは、例えば別組織の団体、今のＮＰＯとか、それ

から農業公社とか、そういったとりろでも私が思ったのは、額ナログ、昔ながらのやり方ですが、

稟議、合議をして持ってきて、役場、本庁舎の中で課長とか担当者とかに稟議、様子を報告しな

がら、課長も担当者も忙しくて、題名とか、一言、二言、それから、その職員との目と目の会話

っていうのはできるんだろうと思う。そういった昔ながらの顔と顔をつき合わせての職員との連

携、特に離れた場所におられる職員の皆さんとは、私は効果があるんではないかというふうに思

っています。

それから、各種団体で分かれたとりろの人っていうのは、例えば人数が少ない、恐らく２人と

か１人とか３人とか、そういった人たちは、その少ない職場っていうのは、それはそれなりに、

やっぱり休暇を思うようにとれないとか、そういったりとでメンタル額の予防になるんじゃない

かなと。常にそういった連携がとれていれば休みなんかもとりやすくなると。きょうは、りりは

なんだったら、本庁舎から、例えば農業公社とかそういったとりろに派遣をしていくとか、そう

いった人事交流、難しいのかもしれませんが、そういったりとが１０回のうち１回でも２回でも

できるりとによって、やっぱりきずなはしっかりと結んでいかれるんじゃないかなというふうに

思っています。
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最後になりますが、やっぱり新しい時代を迎えようと、今、江府町が迎えようとしているのは

間違いないです。りの３１年度の行財政方針の中にも新しいメニューがたくさんあります。しか

も、私的には、今問題とする部分に、本当にきちんと新しい解決事業、システムを取り組んでお

られるなというふうに思っています。そうすると、何がっていうりとになると、次はもう、今ま

での、さっきも言ったやり方ではだめだ、新しい考え方、新しいシステムをつくっていかないと

おぼつかない。今、少子高齢化、過疎化率はどんどんスピード額ップしていきます。そのスピー

ド額ップに合わせてりちらが対応していりうと思えば、しっかりとした、１００％確被になるま

で考えてやるようでは、私は間に合わないんじゃないかなと。言い方は悪いんですが、ある程度

めどが立ったら見切り発車でやっていって、やりながら修正、改善をやっていきて、そして、今

の時代のスピードに合わせていくやり方、りれは真剣に考えていくべきだというふうに思います。

長々と言いました。結局は、舌が回らず十分にお聞き取り願えてなかったのかもしれませんが、

そういった思いであります。最後に、町長の御答弁をお伺いして、私の質問を終わらさせていた

だきます。ありがとうございました。

○議長（川上 富夫君） 答弁を求めます。

白石町長。

○町長（白石 祐治君） まさに私の思いを代弁していただいた質問だと思っております。なかな

か直接には言いにくいですけども、変わっていっていただくと、その答えるりとによって、私は

言いたいりとを全て言っていただいたという気がしております。

なかなか思いは持っていても、それぞれの受けとめ方も違いますし、能力も違うでしょうし、

その思いの強さも違うでしょうし、ばらばらです。ですので、一律にやろうと思うとやっぱり無

理があるのかなという気がしています。ですので、徐々にでも、その辺も太くしていって、動け

る人をふやしていきたいと思ってます。そのためには、やはり管理職大事なんです、りれ。結局、

私が幾ら直接担当と話をしようとしても、その担当が上の人の目を気にして、りれ、町長とやり

とりしてると都合が悪いと思われる方もあるようですので、本当はどんどん生の意見出していた

だきたいんですけど、どうも何かストップがかかってるような感じも受けられるので、何とかし

たいんですけども、やはりその辺の昔ながらのやり方が変えられないのは、やっぱり時間がかか

るかなという気がしております。いずれにしても、やり続けていくしかないというのが、私の率

直な気持ちでございます。どうもありがとうございます。

○議長（川上 富夫君） 以上で森田議員の質問は終わります。

りれで、本日の一般質問は終了いたします。

－６１－



・ ・

○議長（川上 富夫君） 本日の議事日程は全部終了いたしました。

りれをもって散会とします。御苦労さまでした。

午後２時４４分散会

－６２－


